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静岡県と言えば、日本一のお茶の生産地であり、八十八夜を過ぎ、本格的な新茶のシーズンを迎

える時期になると、新緑と茶畑のまばゆい絶景を県内各地で見ることが出来ます。静岡県の茶畑は、
牧之原台地に代表される平坦な茶畑のほか、中山間地でも気象条件に恵まれた高品質のお茶を生産
する茶畑も多数あります。当地「大淵笹場」は、静岡県富士市の北部に位置し、富士山と茶畑の美
しい景色を電柱、防霜ファンなどの構造物や電線に遮られることなく眺めることができる景観スポ
ットです。茶畑は、茶農家を含む地元住民により組織された景観保存会が主体となり、茶畑の整備
を行い、美しい景観の保全活動に取り組んでいます。
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◎「米生産調整の大転換」、「食と農の羅針盤のあり方を問う」、「TPP協定の全体像と日本
農業・米国批准問題」は農林統計協会（TEL03-3492-2990）にお問い合わせください。
「就農への道」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い
合わせください。「地域貢献の小水力発電」は出版社にお問い合わせください。

農産物の関税引き下げ問題を中心にし
つつ、知的財産権、国営企業などのル
ール分野問題も解明。

TPP協定の全体像と
日本農業・米国批准問題

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

再
エ
ネ
で
最
近
話
題
に
な
ら
な
い
小
水
力
発
電
、
資
源
を
使
い
切
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
だ
ま
だ
適
地
が
日
本
は
多
く
あ
る
。
な
の
に
増
え

な
い
の
は
理
由
が
あ
る
。
系
統
接
続
を
断
わ
ら
れ
る
の
も
一
つ
だ
が
、
水

車
や
発
電
機
、
土
木
工
事
な
ど
が
高
値
安
定
で
、
固
定
買
取
で
も
採
算
が

合
わ
な
い
例
が
多
い
か
ら
だ
。
副
題
に
、
協
調
的
寡
占
の
打
破
、
と
書
い

た
理
由
で
あ
る
。
交
渉
し
、
入
札
、
見
積
も
り
等
で
引
き
下
げ
て
も
ら
う
。

鳥
取
で
は
工
夫
し
成
功
し
て
い
る
。
実
名
で
紹
介
し
て
い
る
。 堀口健治 著

服部信司 著

暮
ら
し
の
な
か
の
食
と
農
64

地
域
貢
献
の
小
水
力
発
電

協
調
型
寡
占
の
打
破
・
コ
ス
ト
下
げ
と
と
も
に
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就農した若者の色々
な事例を参考になるよ
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達、販売等、皆さん工
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夢を活かす雇われ就農
も、また色々なやり方
がある親元就農も記載
しました。
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食と農の貿易ルール入門
－基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

2023年まで5年間のアメリカ農業政策のあり方を規定
する農業法が成立
○農業所得の大幅減に対し、不足払いを15％引き上げる
○トランプ政権による農場保護の動きが加速化

アメリカ2018年農業法
所得保障の引き上げ・強まる農場保護の動き

服部信司 著

日本のTPP交渉参加の真実
－その政策過程の解明－

TPP交渉への参加は農産品の関税維持に腐心してきた
政府にとり大きな方針転換であった。何故に政策大転
換が為されたのか。TPP参加協議にも従事した元農水
省国際交渉官の著者が歴代7内閣の政策要因・背景を
実証的に解明する。

作山 巧 著
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二
〇
二
一
年
三
月
一
九
日
、
規
制
改
革
推
進
会

議
農
林
水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
牛
乳
乳
製

品
流
通
規
制
緩
和
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に

農
林
水
産
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
関
係
事
業
者

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
会
議
を
開
催
し
た
。
新
規
の
生
乳
販
売
業
者

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
カ
ネ
カ
食
品
（
株
）
と
（
株
）
Ｍ
Ｍ
Ｊ

の
販
売
生
乳
数
量
は
、そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
八
年
度
三
、五
九
六
㌧
、

七
一
、五
六
六
㌧
か
ら
二
〇
一
九
年
度
に
は
四
、九
七
七
㌧
、
八

九
、三
四
七
㌧
へ
と
三
八
％
、
二
五
％
の
伸
び
を
示
し
た
。
そ
れ

で
も
生
乳
を
集
め
て
乳
業
に
販
売
す
る
事
業
者
の
生
乳
取
扱
量
に

占
め
る
比
率
は
二
〇
一
九
年
度
で
も
一
・
三
％
に
過
ぎ
な
い
と
し

て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
ふ
ま
え
た
委
員
の
意
見
の
大
半
は
、
生
乳
共

販
以
外
の
生
乳
販
売
が
飛
躍
的
に
拡
大
せ
ず
酪
農
制
度
改
革
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不
満
に
終
始
し
た
。
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
（
以
下
、
指
定
団
体
）
の
酪
農
家
へ
の
抑
圧
的
な
対

応
や
農
林
水
産
省
が
作
成
し
た
制
度
改
正
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
酪

農
家
の
自
由
な
活
動
を
抑
制
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
牛
乳

乳
製
品
流
規
制
改
革
を
提
言
し
た
先
の
規
制
改
革
会
議
同
様
、
生

乳
市
場
に
つ
い
て
の
理
解
が
欠
如
し
た
表
面
的
で
形
式
的
な
議
論

が
目
立
っ
た
。

「
コ
メ
と
農
協
の
改
革
提
言
は
一
段
落
し
た
の
で
、
次
の
タ
マ

を
探
し
て
い
る
。」
二
〇
一
四
年
頃
、
内
閣
府
の
規
制
改
革
会
議

事
務
局
は
酪
農
の
分
野
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
規
制
・
制
度
を
探

し
て
い
た
。
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
生
乳
流
通
の
根
幹
を
な

し
て
い
る
指
定
生
乳
生
産
者
制
度
で
あ
っ
た
。
加
工
原
料
乳
補
給

金
制
度
の
改
革
、
畜
産
経
営
安
定
法
改
正
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

に
帰
結
し
た
牛
乳
乳
製
品
流
通
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
指
定
団
体

以
外
の
生
乳
販
売
業
者
な
ど
へ
の
加
工
原
料
乳
補
給
金
の
交
付
、

酪
農
家
の
生
乳
二
股
出
荷
と
農
協
以
外
の
生
乳
流
通
シ
ェ
ア
の
拡

大
を
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
る
。そ
こ
で
は
生
乳
販
売
事
業
者
の「
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」、
酪
農
家
の
出
荷
先
「
選
択
の
自
由
」

と
い
っ
た
普
遍
的
な
よ
う
で
あ
る
が
表
面
的
で
形
式
的
な
論
理
の

正
当
性
が
声
高
に
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
た
指
定
団
体
以
外
の
生
乳
販
売
事
業
者
の
取
扱
量
が

増
大
し
、
酪
農
家
は
よ
り
有
利
な
条
件
で
の
生
乳
販
売
が
可
能
に

な
っ
て
生
乳
生
産
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
酪
農
の
発
展

に
寄
与
す
る
改
革
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
。

指
定
団
体
制
度
は
生
乳
流
通
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
支
え
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
。
酪
農
家
か
ら
委
託
さ
れ
て
生
乳
販
売
を
行
う
協

同
組
合
組
織
の
指
定
団
体
は
一
九
六
六
年
に
法
律
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
生
乳
過
剰
に
対
処
す
る
な

か
で
生
乳
の
一
元
集
荷
多
元
販
売
を
行
う
共
販
組
織
と
し
て
の
機

能
を
徐
々
に
具
備
す
る
よ
う
に
な
る
。
生
乳
の
共
販
率
は
他
の
作

目
に
比
べ
て
抜
き
ん
で
て
高
く
、
近
年
の
共
販
率
は
九
七
％
に
達

し
て
い
た
。
規
制
改
革
会
議
は
そ
れ
を
加
工
原
料
乳
補
給
金
の
交

付
対
象
か
否
か
と
い
う
制
度
に
依
拠
し
た
独
占
と
み
た
の
だ
ろ

う
。
生
乳
流
通
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
を
欠
く
規
制
改
革
会

議
は
こ
の
独
占
を
解
体
す
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て
い
っ
た
。

規
制
改
革
推
進
会
議
の
誤
謬
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生
乳
共
販
率
が
き
わ
め
て
高
い
水
準
で
維
持
さ
れ
て
き
た
の

は
、
た
ん
に
加
工
原
料
乳
補
給
金
の
交
付
対
象
が
指
定
団
体
に
限

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
乳
業
に
と
っ
て
指
定
団
体
は
他
の

生
乳
卸
業
者
よ
り
も
生
乳
を
よ
り
安
定
的
に
調
達
し
う
る
組
織
だ

か
ら
で
あ
る
。
日
々
生
産
さ
れ
腐
敗
し
や
す
く
貯
蔵
性
が
な
い
生

乳
の
取
引
で
は
、
取
引
の
信
頼
性
、
安
定
性
が
双
方
に
と
っ
て
重

要
な
関
心
事
と
な
る
。
指
定
団
体
は
乳
質
検
査
や
全
農
な
ど
と
の

連
携
に
よ
る
広
域
的
な
生
乳
流
通
調
整
、
生
乳
過
剰
時
の
酪
農
家

に
よ
る
自
主
的
な
減
産
や
乳
製
品
在
庫
保
有
な
ど
を
つ
う
じ
て
、

生
乳
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
き
た
。
乳
業
も
過
剰
乳
製
品
在
庫

を
抱
え
な
が
ら
も
受
乳
を
継
続
す
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

両
者
は
対
立
と
協
調
が
相
半
ば
す
る
取
引
関
係
を
築
い
て
き
た
。

生
乳
の
二
股
出
荷
は
取
引
の
信
頼
性
を
損
ね
る
お
そ
れ
も
あ

る
。
二
股
出
荷
で
は
酪
農
家
が
特
定
の
出
荷
先
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
出
荷
を
確
保
す
る
一
方
で
、
指
定
団
体
に
は
残
余
を
出
荷
し

て
需
給
調
整
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

指
定
団
体
も
集
荷
し
た
生
乳
を
複
数
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し

て
い
る
が
、
協
同
組
合
組
織
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
整
え
て

取
引
の
信
頼
性
を
担
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
特
定
の

乳
業
と
「
い
い
と
こ
取
り
」
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

同
様
の
理
由
で
、
欧
州
で
も
酪
農
家
だ
け
で
な
く
酪
農
協
も
二

股
出
荷
を
行
う
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
牛
乳
乳
製
品
工
場
を

保
有
し
な
い
酪
農
協
は
乳
業
に
生
乳
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
生
乳
は
特
定
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
へ
の
全

量
販
売
と
な
り
、
垂
直
的
な
統
合
が
進
ん
で
い
る
。
乳
業
と
酪
農

の
垂
直
的
な
関
係
強
化
が
進
む
な
か
で
、
酪
農
家
に
と
っ
て
乳
価

改
訂
だ
け
で
な
く
、
出
荷
先
の
変
更
も
過
剰
時
に
は
販
売
し
え
な

い
リ
ス
ク
が
高
ま
り
困
難
が
と
も
な
う
。
一
方
で
、
乳
業
と
の
垂

直
的
な
取
引
関
係
を
修
正
す
る
た
め
に
酪
農
家
が
水
平
的
に
組
織

化
し
た
広
域
的
な
酪
農
生
産
者
組
織
が
登
場
し
て
い
る
。
酪
農
家

か
ら
集
荷
し
た
生
乳
を
複
数
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し
、
あ
わ

せ
て
生
乳
取
引
情
報
を
収
集
し
有
利
販
売
を
実
現
し
て
お
り
、
酪

農
生
産
者
の
組
織
化
の
方
向
性
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
指
定
団
体
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
水
平
的
な
生
産
者
の
組

織
化
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
六
〇
年
前
の
法
律
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
指
定
団
体
制
度
が
画
期
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
酪
農
家
の
指
定
団
体
へ
の
帰
属
意
識
は
ま

す
ま
す
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
協
同
組
合
組
織
で
は
あ
る
が
、
法

律
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
政
府
が
後
押
し
し
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で

あ
る
う
え
に
、
会
員
は
酪
農
協
や
そ
の
連
合
会
で
あ
り
、
酪
農
家

は
直
接
組
合
員
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
酪
農
家
の
出
資
に
よ
る
直

接
加
入
に
よ
っ
て
指
定
団
体
が
酪
農
家
の
協
同
組
合
と
し
て
の
内

実
を
整
え
て
、
集
乳
・
販
売
事
業
へ
の
信
頼
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
、
酪
農
家
に
将
来
の
期
待
と
安
心
感
を
与
え
る
改
革
な
の
で

あ
る
。

規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言
に
よ
っ
て
基
本
的
な
酪
農
制
度
改

革
に
向
け
た
議
論
が
阻
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
ｍ
）
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神
山

そ
れ
で
は
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
を
め
ぐ
っ
て

座
談
会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
見

ま
す
と
、「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
添
え
て
書
い
て

あ
り
ま
す
。制
度
そ
の
も
の
は
二
〇
〇
〇
年
度（
平
成
十
二
年
度
）

の
ス
タ
ー
ト
で
す
か
ら
、
二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
は
二

二
年
度
目
に
な
り
ま
し
て
、
第
五
期
対
策
が
始
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

第
五
期
対
策
の
お
話
と
、

制
度
の
推
進
上
の
問
題
に
つ

い
て
、
最
初
に
遠
藤
地
域
振

興
課
長
か
ら
お
話
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ⅰ

報
告

中
山
間
地
域
直
接
支
払
政
策
に
つ
い
て

遠
藤

そ
れ
で
は
、
私
か
ら
、
制
度
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。
地
域
振
興
課
長
の
遠
藤
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
経
緯
に
つ
い
て
は
皆
様
の
ほ
う
が
お
詳
し

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
最
近
の
第
五
期
対
策
を
中
心
に
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
�
中
山
間
地
域
の
位
置

中
山
間
地
域
の
位
置
づ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
皆
様
、
よ
く
御
案

内
の
と
お
り
で
す
。
制
度
が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
と
現
在
二
〇
二
〇
年
度
（
令
和
二
年
度
）、
二
〇
年
経
過
し

中中
山山
間間
地地
域域
等等
直直
接接
支支
払払
制制
度度
をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて

神山安雄氏
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座
談
会

４



������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
の
を
、
中
山
間
地
域

の
主
要
指
標
の
表
1
で
、
か
い
つ
ま
ん
で
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
耕
地
面
積
で
す
。
こ
こ
で
は
四
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
制
度
発
足
当
初
は
四
八
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
二
〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
直
近

の
数
字
で
す
と
四
三
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

四
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
も
さ
ら
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
中
山
間
地
域
で
す
け
れ
ど
も
、
発
足
当
時
、
二
〇
一
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
、
直
近
の
数
字
と
い
う
の
は
な

い
の
で
、
こ
の
一
八
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
さ
ら
に
下
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
総
農
家
数
は
発
足
当
時
三
一
二
万
戸
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
表
1
の
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
で
は
二
一
六

万
戸
、
こ
れ
が
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
は
さ
ら
に
下
が
っ
て

一
七
五
万
戸
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
中
山
間
地
域
の
ほ
う
は
、

発
足
当
初
は
一
三
二
万
戸
あ

っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
五
年

現
在
で
九
五
万
戸
、
こ
ち
ら

の
直
近
の
数
字
は
今
日
、
持

ち
合
わ
せ
て
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。販

売
農
家
で
す
け
れ
ど

座談会出席者
（2021年3月2日 於：農林水産省内会議室）

司 会 神山 安雄

報 告 農村振興局地域振興課長

遠藤 知庸

出 席 者 谷口信和、服部信司、堀口健治

加瀬和俊、安藤光義

遠藤知庸課長
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５



も
、
二
〇
一
五
年
当
時
、
一
三
三
万
戸
が
、
二
〇
二
〇
年
で
す
と

一
〇
三
万
戸
に
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で

す
。農

業
産
出
額
で
す
が
、
発
足
当
時
が
金
額
で
九
兆
一
〇
〇
〇
億

円
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
当
時
は
八
兆
八
〇
〇
〇
億
円
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
ま
た
直
近
の
数
字
で
す
と
九
兆
六
〇
〇
億
円

と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
は
下
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

た
だ
、こ
の
中
身
を
見
ま
す
と
、ま
ず
米
価
は
六
〇
キ
ロ
当
た
り
、

玄
米
価
格
で
一
万
七
〇
〇
〇
円
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
の
数
字
で

す
と
一
万
五
七
〇
〇
円
に
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
一
時
期
、
非
常

に
下
が
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
近
若
干
値
は
よ
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
農
業
産
出
額
に
占
め
る
米
の
割
合
は
、
発
足
当

初
は
二
五
％
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
直
近
の
数
字
で
一
九
％

と
六
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
逆
に
増
え
た
も
の
は
畜
産

で
、
二
七
％
か
ら
三
六
％
と
九
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
ま
し

て
、
農
業
産
出
額
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
身
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

中
山
間
地
域
の
農
業
産
出
額
、
細
か
い
分
析
は
私
ど
も
持
ち
合

わ
せ
て
は
い
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
耕
地
面
積
が
四
割
を
占
め

て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
は
草
地
で
す
と
か
、
い
わ
ゆ
る
耕
種
作

物
以
外
の
も
の
が
結
構
あ
り
ま
し
て
、
中
身
と
し
て
は
畜
産
の
ウ

エ
イ
ト
が
大
き
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
す
。

2
�
直
接
支
払
制
度
の
導
入
と
経
緯

（
1
）
直
接
支
払
政
策
の
導
入
の
背
景

図
1
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
中
山
間
地
域
、
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
高
齢
化
率
、
そ
れ
か
ら
人
口
の

推
移
と
も
、
基
本
的
な
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
二
〇
一
五
年
（
平
成

二
十
七
年
）
ま
で
の
数
字
を
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
率
は

表1 中山間地域の主要指標（2015年）

資料：農林水産省統計部「2015年農林業センサス」（組替集計）（②総土
地面積、④林野面積、⑤総農家数、⑥販売農家数）
農林水産省「平成27年耕地及び作付面積統計」（③耕地面積）
農林水産省「平成27年生産農業所得統計」（⑦農業産出額）
総務省「平成27年国勢調査」（①人口）

注1 農業地域類型区分は、平成29年12月改定のものを使用。
注2 ①人口、③耕地面積、⑦農業産出額の中山間地域（Ｂ）の値は、

農林水産省農村振興局地域振興課の推計値。
注3 ②総土地面積、④林野面積の中山間地域（Ｂ）の値は、旧市区町

村別の総土地面積を用いて算出しており、北方四島等や境界未定
の面積を含まない。
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さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
し
、
人
口
も
減
少

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
背
景
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
中
山
間
地
域

直
接
支
払
制
度
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
で
初
め
て
多
面
的
機
能
の
維
持
、
確
保
と

い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
て
、
そ
の
た
め
の
直

接
支
払
い
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
制
度
で

す
。

（
2
）
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
経
緯

五
年
を
一
区
切
り
の
制
度

こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
図
2

を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
制
度
は
創
設
以
来
、

五
年
を
一
区
切
り
と
し
て
ず
っ
と
や
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
五
年
間
は
耕
作
し
な
い
と
多

面
的
機
能
は
確
保
で
き
な
い
と
、
そ
う
い
う

考
え
方
で
五
年
を
一
期
の
対
策
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
四
期
の
対
策
を
や
っ
て
き
ま
し
て
、

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
五
期
対
策
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
ず
当
初
の
扱
い
面
積
な
の
で
す
け
れ
ど

図1（1） 高齢化率の推移

資料：総務省「国勢調査」
注1：高齢化率は、65歳以上人口の割合。
注2：平成17年の中山間地域の値は、旧市区町村単位により、農林水産省大臣官房政策課が集計。

平成22年及び平成27年の中山間地域の値は、旧市区町村単位により、農林水産省地域振興課が集計。

図1（2） 農業地域類型別の人口推移と将来予測

注1：国勢調査の組替集計による。なお、令和2年以降（点線部分）はコーホート分析による推計値である。
注2：農業地域類型は平成12年時点の市町村を基本とし平成19年4月改定のコードを用いて集計した。
出典：農林水産政策研究所「農村地域人口と農業集落の将来予測」（令和元年8月）

座談会 ���������������������������������������������������������
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も
、
第
一
期
対
策
で
、
最
終
年
度
に
六
六
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま

で
交
付
面
積
が
拡
大
し
ま
し
た
。
当
初
は
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
制
度

か
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
出
発
は
五
四
・
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
最
終
的
に
は
六
六
・
五
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
ま
で
伸
び
ま
し
た
。
そ
の
後
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し

て
、
新
し
い
期
に
入
る
と
、
必
ず
初
年
度
は
ち
ょ
っ
と
落
ち
て
し

ま
う
と
い
う
の
で
、
皆
さ
ん
、
五
年
間
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
、
そ
う
い
う
不
安
を
お
持
ち
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
私

ど
も
、
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
第
二
期
対
策
は
ず
っ
と
六
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
で

推
移
し
て
、
第
三
期
対
策
は
初
年
度
六
六
・
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
あ
ま
り
落
ち
て
お
り
ま
せ
ん
。
第
三
期
対
策
で
は
取
組
が
ず

っ
と
拡
大
し
ま
し
て
、
六
八
・
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
加
し
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
第
四
期
対
策
が
始
ま
る
と
ま
た
三
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
ほ
ど
落
ち
ま
し
た
。
そ
の
第
四
期
対
策
の
中
で
、
ま
た
徐
々

に
取
組
が
拡
大
し
て
、
最
終
年
度
が
六
六
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う
こ
と
で
、
第
一
期
対
策
の
最
終
年
度
の
数
字
と
大
体
同
じ
交

付
面
積
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

五
期
対
策
が
、
私
ど
も
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
実

績
が
上
が
っ
て
く
る
の
が
年
度
が
明
け
て
か
ら
な
も
の
で
す
か

ら
、
正
確
な
数
字
は
今
日
、
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
傾
向
と
し
て
は
、

や
は
り
若
干
下
が
る
傾
向
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
予
測
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
各
期
ご
と
に
新
し
い
対

策
を
打
ち
出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
次
に
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。

（
3
）
各
期
ご
と
の
見
直
し
と
改
善

図
2
の
よ
う
に
、
各
期
ご
と
に
対
策
を
行
っ
た
期
間
中
の
反
省

点
と
課
題
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
期
対
策

に
向
け
て
制
度
の
見
直
し
、
改
善
を
し
ま
し
て
、
そ
れ
で
各
期
の

対
策
ご
と
に
続
け
て
き
た
と
い
う
経
緯
で
す
。

第
一
期
対
策
か
ら
第
二
期
対
策
へ

第
一
期
対
策
の
反
省
点
と
し
ま
し
て
は
、
生
産
性
の
向
上
だ
と

か
担
い
手
の
定
着
と
い
う
、
農
政
の
基
本
的
な
課
題
と
連
携
し
て

や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
期
対
策
で
体
制
整
備
単
価
と
い

う
考
え
方
を
導
入
し
ま
し
た
。
た
だ
農
地
を
活
用
し
て
、
農
業
を

維
持
し
て
い
た
だ
く
分
に
は
基
礎
単
価
八
割
だ
け
を
お
払
い
し

て
、
さ
ら
に
二
割
上
乗
せ
に
す
る
に
は
前
向
き
な
取
組
、
い
わ
ゆ

る
生
産
性
向
上
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
取
組
を
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
農
地
集
積
で
す
と
か
法

人
化
が
こ
の
当
時
は
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ

う
ど
集
落
営
農
の
法
人
化
も
積
極
的
に
進
め
て
い
た
時
期
で
す
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図
2
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
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が
、
そ
れ
を
加
算
措
置
と
し
て
新
た
に
つ
け
加
え
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

第
三
期
対
策
の
高
齢
化
へ
の
対
応

二
期
対
策
を
続
け
て
い
く
中
で
、
今
度
は
高
齢
化
で
協
定
の
維

持
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
へ
の
対
応
を
、
次
の
第
三
期
対
策
で
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

ず
集
落
で
助
け
合
う
仕
組
み
を
協
定
に
位
置
づ
け
ま
し
て
、

こ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、
体
制
整
備
単
価
一
〇
割
を
お
支

払
い
し
ま
す
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
や
は
り

小
規
模
・
高
齢
化
集
落
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
の
農
用
地
の
保
全
、
ほ
か

の
集
落
が
手
を
差
し
伸
べ
た
場
合
に
加
算
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
支

援
措
置
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
三
期
対
策
は
こ
う
い
っ
た
支
援

で
六
八
・
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、
次
期
対
策
へ
の
課
題
と
し
て
、
今
度
は
人
材
を
呼
び
込
ん

で
い
か
な
い
と
今
後
の
維
持
が
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
が
出
て

き
ま
し
た
。

3
�
第
四
期
対
策
の
実
施
と
課
題

（
1
）
第
四
期
対
策
の
人
材
確
保
と
広
域
連
携

第
四
期
対
策
で
は
、
こ
う
い
っ
た
反
省
点
を
踏
ま
え
て
改
善
し

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
人
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
女
性
や
若
者
の
参
画
を
促
す
、

そ
う
い
っ
た
措
置
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
を
体
制
整
備
要

件
の
中
に
一
つ
加
え
て
お
り
ま
す
。
四
期
対
策
の
体
制
整
備
は
、

全
対
策
の
課
題
点
を
Ａ
要
件
、
Ｂ
要
件
、
Ｃ
要
件
と
、
全
部
要
件

化
し
ま
し
て
、
ど
れ
か
一
つ
取
り
組
ん
で
く
れ
た
ら
一
〇
割
の
交

付
金
を
支
払
う
仕
立
て
に
し
て
お
り
ま
す
。

複
数
集
落
が
広
域
で
取
り
組
ん
だ
場
合
も
加
算
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
、
広
域
化
加
算
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

超
急
傾
斜
地
域
、
い
わ
ゆ
る
傾
斜
度
が
一
〇
分
の
一
以
上
の
棚

田
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
保
全
も
人
手
が
か
か
る
し
、
さ
ら
に
生

産
も
付
加
価
値
を
つ
け
た
り
、
し
っ
か
り
し
た
高
収
益
作
物
を
作

ら
な
い
と
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
超
急
傾
斜
加

算
を
新
設
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
四
期
対
策
を
進
め

ま
し
た
。

（
2
）
第
四
期
対
策
で
の
課
題

第
四
期
対
策
の
課
題
と
し
ま
し
て
、
人
材
不
足
、
そ
れ
か
ら
集

落
機
能
の
低
下
、
農
作
業
の
省
力
化
と
い
う
三
つ
ほ
ど
が
出
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
四
期
対
策
の
終
わ
り
の
ほ
う
で
モ
デ
ル
的
に
試

行
的
な
取
組
と
し
て
実
施
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
第
五
期
対
策
か
ら

本
格
導
入
し
た
と
い
う
の
が
一
つ
。
そ
れ
か
ら
体
制
整
備
単
価
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も
、
こ
の
Ａ
要
件
、
Ｂ
要
件
、
Ｃ
要
件
の
中
身
を
見
る
と
、
や
は

り
地
域
の
農
業
の
継
続
の
取
組
と
い
う
の
が
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
こ
こ
ら
辺
を
配
慮
し
て
、
そ
れ
と
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、
地

域
の
農
地
、
あ
る
い
は
農
業
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
集
落
の
皆
さ
ん
で
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
も
ら
い
た

い
と
。
外
か
ら
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
続
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
に
一
本
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
別
の
資
料
で
詳
し
く
説
明
い

た
し
ま
す
。

（
3
）
第
四
期
対
策
の
実
施
状
況

第
四
期
対
策
の
実
施
状
況
と
効
果
で
す
。
表
2
を
御
覧
く
だ
さ

い
。
第
四
期
対
策
で
は
一
〇
〇
二
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
二
・
六

万
協
定
、
そ
れ
か
ら
六
〇
万
人
の
協
定
参
加
者
が
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
た
六
六
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
維
持
管
理
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
し
た
。
二
〇
一
五
年
度
（
平
成
二
十
七
年
度
）
か

ら
一
九
年
度
（
令
和
元
年
度
）
ま
で
の
実
施
状
況
が
表
2
に
書
い

て
あ
り
ま
す
。
交
付
の
市
町
村
数
は
九
九
〇
か
ら
一
〇
〇
二
ま
で

ず
っ
と
伸
び
て
い
っ
て
、
扱
っ
て
い
る
交
付
面
積
も
六
六
・
五
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
が
何
に
使
わ
れ
た
か
と
い
う
の
が
図
3
で
す
。
個

人
配
分
が
五
三
％
、
共
同
取
組
活
動
が
四
七
％
で
、
も
と
も
と
制

度
創
設
当
時
、
集
落
の
相
互
扶
助
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
農
地

表2 2015年度～2019年度の実施状況

図3 2019年度の交付金の使途（支出割合）
【集落協定における交付金の配分割合】
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を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
始
め
て
き
ま
し
た

の
で
、
配
分
は
、
個
人
配
分
も
共
同
取
組
も
両
方
あ
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
必
ず
半
分
は
共
同
取
組
活
動
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
約
束
で
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
第
四
期
対

策
の
中
で
も
共
同
取
組
活
動
に
ほ
ぼ
半
分
は
使
わ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

こ
の
共
同
取
組
活
動
の
交
付
金
の
使
途
で
す
け
れ
ど
も
、
主
な

も
の
と
し
て
は
農
道
・
水
路
の
管
理
、
農
地
の
管
理
、
こ
れ
は
法

面
の
補
修
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
最
近
の

傾
向
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
が
非
常
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
中
山
間
直
払
い
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
共
同
利
用
の
機
械
購
入
等
々
、
共
同
で
や
る
も
の
に
関

し
て
、
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
4
）
第
四
期
対
策
の
効
果

次
に
、
第
四
期
対
策
の
実
施
状
況
と
主
な
効
果
で
す
。
も
と
も

と
中
山
間
直
接
支
払
い
は
地
形
条
件
等
が
悪
い
、
条
件
不
利
な
地

域
の
農
業
が
衰
退
し
て
、
農
地
が
荒
廃
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
れ
を
防
ご
う
と
い
う
こ
と
で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
第
四

期
対
策
に
お
い
て
減
少
が
防
止
さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
る
農
用
地
面

積
は
、
約
七
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
農
用
地
が
減
少
す
る
の
を

防
い
だ
効
果
と
い
う
の
が
大
体
こ
の
ぐ
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
推
計
の
方
法
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
直
接
支

払
い
を
交
付
し
た
エ
リ
ア
と
、
そ
れ
か
ら
本
制
度
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
地
域
の
農
地
の
減
り
具
合
を
比
較
し
ま
し
た
。
直
接
支
払

制
度
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
減
り
ま
せ
ん
の
で
、
ほ
か
の
や
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
と
比
べ
て
減
少
率
を
面
積
換
算
す
る
と
、
大
体

七
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
相
当
す
る
と
い
う
評
価
を
し
て
お
り
ま

す
。
も
う
一
つ
が
、
発
生
が
防
止
さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
る
耕
作
放

棄
地
で
す
。
こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
比
較
で
考
え
て
や
る
と
、
大
体

三
・
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
は
防
止
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
評
価
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
5
）
二
〇
一
九
年
度
の
緊
急
支
援
試
行
加
算

地
域
営
農
体
制
緊
急
支
援
試
行
加
算
を
一
九
年
度
に
限
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
第
四
期
対
策
の
中
間
年
に
、
今
後
の
課
題
と
し
ま

し
て
、
非
常
に
人
手
不
足
が
顕
著
化
し
て
い
る
こ
と
と
、
集
落
機

能
そ
の
も
の
が
今
後
、
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
営
農
や
施

設
管
理
の
省
力
化
を
進
め
て
い
か
な
い
と
な
か
な
か
収
益
が
上
が

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
試
行
的
な

取
組
を
や
り
ま
し
た
。
加
算
措
置
と
し
て
、
①
人
材
活
用
体
制
整

備
、
②
集
落
機
能
強
化
型
、
③
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
型
で
す
。
こ

の
題
目
に
あ
る
と
お
り
の
取
組
を
し
た
場
合
に
交
付
額
を
加
算
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
①
に
つ
い
て
は
一
七
地
区
、
交
付
額
一
二
一

〇
万
円
、
②
に
つ
い
て
は
一
一
地
区
、
交
付
額
一
〇
三
八
万
円
、

③
に
つ
い
て
は
二
七
地
区
、
交
付
額
五
七
五
八
万
円
で
実
施
し
ま
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し
た
。
そ
の
成
果
を
見
な
が
ら
、
次
の
第
五
期
対
策
に
こ
れ
ら
の

考
え
方
を
取
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

（
6
）
第
四
期
対
策
か
ら
第
五
期
対
策
へ
の
課
題

第
三
者
委
員
会
の
意
見

第
四
期
対
策
の
最
後
の
第
三
者
委
員
会
で
、
ど
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
か
に
つ
い
て
、
総
括
的
に
お
話
し
し
ま
す
。

一
番
目
は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
を
継
続

的
に
行
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
遡
求
返
還
措
置
。
こ
れ
は
、
第
四
期
対
策
ま
で
は
ど

こ
か
耕
作
放
棄
が
発
生
し
た
場
合
に
協
定
集
落
全
部
に
交
付
し
た

お
金
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
と
し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
第

五
期
対
策
へ
の
取
組
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
気
に
減
ら
な
い

よ
う
に
、
協
定
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
が
大
幅
に
増
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
意
見
と
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

第
三
に
、
こ
の
当
時
、
棚
田
地
域
振
興
法
が
検
討
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
棚
田
の
場
合
、
米
の
生
産
だ
け
で
は
地
域
の
暮
ら
し
は

成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
棚
田
を
利
用
し
た
地
域

振
興
そ
の
も
の
を
図
っ
て
、
経
済
も
大
き
く
す
る
し
、
人
の
交
流

も
増
や
そ
う
と
、
そ
う
い
う
法
律
が
で
き
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
と
の
親
和
性
が
高
い
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
て
、
何
と
か
中

山
間
直
接
支
払
制
度
で
も
同
様
の
趣
旨
で
取
り
組
め
な
い
か
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
集
落
協
定
の
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
、
農
業

だ
け
に
限
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
多
い
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
中
山
間
に
お
け
る
暮
ら
し
を
守
る
と

い
う
こ
と
も
考
え
な
い
と
、
集
落
が
成
り
立
た
な
い
と
農
業
も
成

り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
、
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
、
事
務
負
担
の
軽
減
が
ず
っ
と
、
言
わ
れ
て
き
た
の
で

す
が
、
知
恵
を
絞
っ
て
う
ま
く
や
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
は
ず
だ

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
、
み
ん
な
で
も
っ
と
簡

素
化
を
、
こ
ん
な
よ
う
に
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
も
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
、
そ
う
い
っ
た
意
見
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

新
た
な
基
本
計
画
へ
の
反
映

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
ま
ず
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
、

新
し
い
計
画
の
中
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
複
合
経
営
等
の
多
様
な
農
業

経
営
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
と
か
強
化
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
で
す
と

か
、
あ
と
は
、
こ
こ
は
直
に
書
い
て
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日

本
型
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
内
の
三
交
付
金
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
を
支
え
る
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体
制
や
人
材
づ
く
り
も
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
番

最
後
で
す
が
、
棚
田
地
域
の
振
興
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
い
う
の
を
計
画
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
第
五
期
対
策
の
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

4
�
第
五
期
対
策
の
内
容

（
1
）
制
度
の
事
業
目
標

私
ど
も
、
こ
の
制
度
の
事
業
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

事
業
目
標
は
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
中
山
間
地
域
等
の
農
用

地
七
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
少
を
防
止
し
ま
す
（
二
〇
二
四
年

度
ま
で
）
と
い
う
も
の
で
す
。

（
2
）
第
五
期
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

第
五
期
対
策
（
二
〇
二
〇
〜
二
四
年
度
）
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

対
象
地
域
に
、
地
域
振
興
立
法
八
法
の
指
定
地
域
の
ほ
か
、
棚
田

地
域
振
興
法
の
指
定
棚
田
地
域
を
追
加
し
た
こ
と
、
②
体
制
整
備

要
件
を
「
集
落
戦
略
の
作
成
」
に
一
本
化
し
た
こ
と
、
③
集
落
協

定
の
広
域
化
や
集
落
機
能
の
強
化
、
農
業
生
産
性
の
向
上
等
の
加

算
措
置
を
新
設
・
拡
充
し
た
こ
と
、
④
交
付
金
返
還
措
置
を
見
直

し
し
た
こ
と
で
す
。

体
制
整
備
単
価
に
つ
き
ま
し
て
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
新

た
に
変
わ
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
加
算
措
置
の
新
設
・
拡
充
で

す
。新

設
し
た
の
は
棚
田
地
域
振
興
加
算
。
こ
ち
ら
は
棚
田
の
定
義

を
傾
斜
度
二
〇
分
の
一
以
上
の
水
田
、
畑
も
段
々
畑
、
傾
斜
度
一

五
度
以
上
と
い
う
基
準
を
設
け
ま
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
地
域
で

振
興
の
取
組
が
な
さ
れ
た
場
合
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
円
加

算
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
四
期
対
策
か
ら
継
続
し
て
超
急
傾
斜
地
域
、
こ

れ
は
水
田
で
傾
斜
度
一
〇
分
の
一
以
上
、
畑
で
二
〇
度
以
上
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
特
別
の
取
組
を
し
た
場
合
に
一
〇
ア
ー
ル
当

た
り
六
〇
〇
〇
円
加
算
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
試
行
的
に
や
り
ま
し
た
と
言
っ
た
取
組
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
大
き
く
三
つ
に
集
約
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
集
落
協
定
広
域
化
加
算
で
す
。
隣
接
す
る
集
落
で
の
農

業
の
維
持
が
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
な

る
べ
く
広
域
化
す
る
、
あ
る
い
は
事
務
負
担
軽
減
の
た
め
に
広
域

化
し
て
、
も
っ
と
合
理
的
に
運
用
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
加
算
措
置
を
引
き
続
き
や
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
中
身
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ち
ょ
っ
と
縛
り
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
な
く
し
ま
し
て
、
例
え
ば
広
域
化
す
る
場
合
に
五
〇

戸
以
上
増
や
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
と
か
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
の
を
全
部
撤
廃
し
て
、
と
に
か
く
広
げ
る
の
で
あ
れ
ば

支
援
し
ま
す
と
い
う
よ
う
に
変
え
て
お
り
ま
す
。
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次
の
集
落
機
能
加
算
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
人
材
を
確
保
し

た
り
、
ほ
か
の
、
営
農
以
外
の
組
織
と
連
携
す
る
場
合
に
、
こ
れ

も
機
能
強
化
に
資
す
る
の
で
加
算
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
生
産
性
向
上
加
算
と
い
う
こ
と
で
、
農
地
の
集
積
・

集
約
、
引
き
続
き
な
の
で
す
が
、
省
力
化
を
進
め
る
た
め
の
加
算

で
す
。
こ
れ
は
近
年
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
共
同
防
除
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
が
普
及
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
取
り
入
れ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
も
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
三
〇
〇

〇
円
、
二
〇
〇
万
円
と
い
う
上
限
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
支
援

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
3
）
第
五
期
対
策
の
事
業
内
容
と
改
善
点

対
象
地
域
の
拡
大

制
度
の
対
象
と
な
る
地
域
を
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申

し
上
げ
た
棚
田
加
算
を
や
る
と
き
に
、
従
来
の
地
域
振
興
八
法
の

指
定
が
な
く
て
も
、
傾
斜
農
地
の
水
田
と
か
畑
地
と
い
う
の
は
あ

り
得
る
わ
け
で
、
こ
こ
も
支
援
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
、
水
田

で
あ
れ
ば
二
〇
分
の
一
以
上
で
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ま
と
ま
り
が

あ
れ
ば
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
想
定
と
し

て
は
、
例
え
ば
大
阪
府
の
北
の
ほ
う
に
棚
田
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

体
制
整
備
要
件
を
「
集
落
戦
略
」
に
一
本
化

協
定
に
定
め
る
活
動
内
容
で
す
け
れ
ど
も
、体
制
整
備
単
価（
一

〇
割
単
価
）
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
要
件
か
ら
、「
集
落
戦
略
の
作
成
」

に
一
本
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
後
ほ
ど
集
落
戦
略
の
細
か
い

説
明
を
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
五
年
に
か
か
わ
ら
ず
一
〇
年
と

か
、
そ
の
先
も
一
体
誰
が
農
業
を
続
け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
し

っ
か
り
考
え
な
い
と
、
突
然
担
い
手
を
確
保
し
よ
う
と
い
っ
て
も

で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
と
う

と
い
う
こ
と
で
、
集
落
戦
略
の
作
成
に
一
本
化
し
て
お
り
ま
す
。

加
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
加
算
措
置
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
新
設
、
拡
充
し
て
お
り
ま
す
。

交
付
金
返
還
措
置
の
見
直
し

一
番
大
き
い
改
善
が
交
付
金
返
還
措
置
の
見
直
し
で
す
。
今
ま

で
は
、
ど
こ
か
が
耕
作
放
棄
さ
れ
る
と
協
定
集
落
全
員
、
今
ま
で

も
ら
っ
た
も
の
を
返
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
だ
と
、
第
五
期
対
策
を
始
め
る
と
き
に
、
五
年
間
続

け
る
自
信
が
な
い
と
こ
ろ
が
続
出
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
デ
ー
タ
的
に
見
て
も
、
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
、
平
均
年

齢
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
該
農
地
だ
け
、
そ

の
分
だ
け
は
返
し
て
も
ら
う
け
れ
ど
も
、
ほ
か
で
一
生
懸
命
維
持

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
い
い
で
し
ょ
う
と
い
う
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１５



こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
大
き
な
見
直
し
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
第
五
期
対
策
、
が
く
ん
と
落
ち
な
い
こ
と
も
狙
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

所
得
超
過
者
の
農
地
引
き
受
け
に
も
個
人
配
分
可

そ
の
他
の
運
用
改
善
と
し
ま
し
て
、
協
定
内
で
他
者
の
農
地
を

引
き
受
け
た
場
合
に
、
い
わ
ゆ
る
所
得
超
過
者
は
、
あ
な
た
の
農

地
の
分
は
、
申
し
わ
け
な
い
け
れ
ど
も
、
も
う
十
分
一
人
立
ち
し

て
い
る
の
で
交
付
金
の
対
象
に
は
し
ま
せ
ん
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、
さ
す
が
に
他
人
の
分
ま
で
引
き
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ

う
と
い
う
方
に
交
付
金
を
支
払
い
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
は
や
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
個
人
配
分
を
受
け
て

も
い
い
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
対
策
初
年
度
だ
け
の
措
置
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
事
業

計
画
の
申
請
・
認
定
前
で
も
、
交
付
金
が
あ
れ
ば
で
き
る
取
組
も

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
早
期
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
特
例

を
措
置
し
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
等
の
事
務
負
担
の
軽
減

そ
れ
か
ら
、事
務
負
担
の
軽
減
で
す
。市
町
村
の
確
認
事
務
で
、

本
当
に
農
業
が
や
ら
れ
て
い
る
か
、
営
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

い
ち
い
ち
職
員
が
行
っ
て
、
現
場
で
植
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確

認
に
行
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
す
が
に
そ
れ
を
全
筆
や
る
の
は

つ
ら
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
う
い
う
世
の
中
で
す
の

で
、
航
空
写
真
で
す
と
か
、
衛
星
画
像
も
容
易
に
入
手
で
き
る
よ

う
な
時
代
で
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で
何
ら
か
、
植
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
こ
れ
で
い
い
よ
と
い
う
こ
と
で
、
負
担
を

軽
減
し
て
お
り
ま
す
。

（
4
）
体
制
整
備
の
要
件
と
し
て
の
集
落
戦
略
の
作
成

基
礎
単
価
・
体
制
整
備
単
価
の
見
直
し

基
礎
単
価
・
体
制
整
備
単
価
に
つ
い
て
、
大
き
く
見
直
し
ま
し

た
。基

礎
単
価
（
単
価
の
八
割
交
付
）
に
つ
き
ま
し
て
は
農
業
生
産

活
動
を
維
持
し
て
多
面
的
機
能
を
維
持
増
進
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

体
制
整
備
単
価
（
単
価
の
一
〇
割
交
付
）
の
場
合
は
、
そ
れ
に

加
え
て
集
落
戦
略
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
将
来
に
わ
た
っ

て
農
業
、
あ
る
い
は
集
落
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
、
将
来
、
一

体
誰
が
、
ど
こ
の
農
地
を
引
き
継
い
で
い
く
の
か
と
い
う
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
と
な
か
な
か
、
そ
の
維
持
も
で
き
な
い
だ
ろ
う

と
。
も
し
引
き
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
そ

の
間
に
人
の
手
当
て
も
要
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
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１６



た
こ
と
を
話
し
合
う
場
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

集
落
戦
略
の
項
目

そ
れ
が
、
具
体
的
に
集
落
戦
略
の
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
①
か
ら
⑥
ま
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
①
協
定
農
用
地

の
将
来
像
を
ま
ず
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
②
将
来
像
を

踏
ま
え
て
、
今
度
は
集
落
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
、
そ
の

現
状
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
③
こ
の
現
状
で
、
そ
の
将
来
像
と

い
う
の
は
う
ま
く
達
成
で
き
ま
す
か
。
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
の
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
④
そ

の
た
め
に
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

か
。
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
で
は
、
⑤
そ
の
考
え
た
こ

と
を
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
工
程
表
に
落
と
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
⑥
そ
の
結
果
、
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
ど
ん

な
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
要
は
、
途
中

で
生
産
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
農
地
が
発
生
し
た
ら
誰
が
引
き

受
け
る
の
か
と
い
う
の
を
、
も
う
具
体
的
に
名
前
を
考
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
項
目
を
考
え
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

中
山
間
直
接
支
払
い
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て
、
真
剣
に
将
来

を
考
え
る
と
非
常
に
時
間
も
か
か
る
し
、
細
か
い
作
業
が
要
る
。

他
方
で
、
そ
ん
な
に
時
間
も
と
れ
な
い
し
、
手
間
暇
も
か
け
ら
れ

な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、
両
者
の
中
間

を
と
り
ま
し
て
、
誘
導
的
に
こ
う
い
っ
た
作
業
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
、
お
よ
そ
考
え
つ
く
で
あ
ろ
う
選
択
肢
を
並
べ

て
、
そ
こ
で
、
で
は
う
ち
は
こ
れ
に
し
よ
う
と
い
う
マ
ル
バ
ツ
方

式
に
し
て
お
り
ま
す
。た
だ
、さ
す
が
に
真
剣
に
や
る
と
こ
ろ
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
も
、
私
ど
も
か
ら

し
た
ら
マ
ル
バ
ツ
形
式
と
い
う
の
は
あ
ま
り
本
意
で
は
な
い
の

で
、
自
由
記
入
の
欄
も
設
け
て
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
と
い
う
の

を
自
分
た
ち
で
書
き
込
め
る
よ
う
に
も
し
て
あ
り
ま
す
。

集
落
戦
略
の
作
成
と
活
用
の
イ
メ
ー
ジ

そ
れ
が
作
成
と
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
協
定
参
加
者
で
皆
さ

ん
、
ま
ず
一
番
目
に
話
し
て
い
た
だ
い
て
、
ど
う
す
る
か
。
そ
れ

で
、
集
落
戦
略
を
し
っ
か
り
書
き
上
げ
ま
し
ょ
う
、
集
落
戦
略
の

作
成
を
し
た
ら
、
き
ち
ん
と
一
筆
一
筆
確
認
し
て
、
言
っ
て
み
れ

ば
人
・
農
地
プ
ラ
ン
み
た
い
な
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
も
、
こ
れ
は
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
と
い
う

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
実
際
に
農
地
一
筆
一
筆
を
考
え
て
く
だ

さ
い
と
。

そ
し
て
、
こ
の
集
落
戦
略
を
基
に
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
で
は
、
五

年
間
、
農
業
を
維
持
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
は

考
え
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
中
山
間
地
域
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で
農
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
集
落
も
き
ち
ん
と
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
傾
斜
地
農
地
で
き
つ
く
な
れ
ば
き
つ

く
な
る
ほ
ど
、
生
産
物
を
活
か
し
て
、
さ
ら
に
六
次
化
に
進
ん
で

い
っ
た
り
、
経
済
事
業
を
起
こ
し
て
い
っ
た
り
し
て
い
か
な
い

と
、
な
か
な
か
皆
さ
ん
で
、
今
の
集
落
を
維
持
し
て
い
く
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
と
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
こ
の
集
落
戦

略
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
他
方
で
、
マ
ル
バ
ツ
形
式
に
し
た
り
、
何
に
し
て
も
、

な
か
な
か
高
齢
者
の
方
が
集
ま
っ
て
お
話
し
合
い
を
し
て
、
計
画

を
具
体
的
に
練
っ
て
、
表
し
た
り
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し

い
だ
ろ
う
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ

と
か
、
実
際
に
こ
ん
な
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
記
入
し
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
ね
と
い
う
手
引
を
、
今
年
度
、
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
自
治
体
、
県
の
方
に
も
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
、
策

定
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
現
場
で
使
え
る
手

引
と
い
う
こ
と
で
つ
く
っ
て
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
全
国
で
説
明

会
を
―
―
今
、
こ
ん
な
状
況
で
す
の
で
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
こ
の
事
務
担
当
者
を
集
め
て
、
集
落

戦
略
は
こ
ん
な
よ
う
な
考
え
方
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
手
引
を
利
用
し
て
、
こ
ん
な
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
説
明
会
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（
5
）
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算

加
算
措
置
に
つ
い
て
細
か
く
み
る
と
、
こ
の
中
で
、
棚
田
地
域

振
興
活
動
加
算
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
も
の
で
説
明
い
た
し
ま
す

と
、
地
域
の
中
で
棚
田
の
保
全
、
多
面
的
機
能
の
維
持
、
そ
れ
か

ら
棚
田
地
域
の
振
興
と
い
う
三
つ
の
目
標
を
立
て
て
も
ら
い
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
も
簡
単
な
テ
ン
プ
レ
ー
ト
、
自
分
の
字
名
と
参
加
人
数

と
か
を
入
れ
て
、
あ
と
は
選
択
し
て
、
ぱ
っ
と
書
け
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
計
画
の
ひ
な
形
を
用
意
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
の
を
見
な
が
ら
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ね
と
い
う
よ
う
に
し
て

あ
り
ま
す
。

5
�
棚
田
地
域
振
興
法
と
の
関
係

（
1
）
棚
田
地
域
振
興
法
の
事
業
推
進

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
は
、
実
は
棚
田
地
域

振
興
法
と
非
常
に
密
接
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
。

棚
田
地
域
振
興
法
は
、
多
様
な
主
体
が
参
画
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
英
知
を
絞
っ
て
い
か
な
い
と
、
棚
田
地
域
の
維
持
と
い
う
の
は

多
分
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
事
業
主
体
は
多
様
な

主
体
が
参
画
す
る
地
域
協
議
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
と
。
支
援

す
る
ほ
う
の
国
も
、
農
水
省
だ
け
で
は
な
く
、
内
閣
府
を
中
心
に

関
係
省
庁
全
部
、
国
を
挙
げ
て
支
援
し
ま
す
よ
と
、
そ
う
い
う
精

神
で
法
律
が
二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
に
施
行
さ
れ
ま
し
て
、
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昨
年
か
ら
実
際
の
計
画
の
認
定
が
始
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

（
2
）
棚
田
地
域
振
興
法
の
概
要

こ
の
法
律
の
概
要
で
す
け
れ
ど
も
、
第
一
条
（
目
的
）
で
は
、

棚
田
地
域
の
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
、
そ
の

た
め
の
支
援
を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

基
本
方
針
と
棚
田
地
域
振
興
計
画

具
体
的
に
は
、
ま
ず
政
府
が
基
本
方
針
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
政
府
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
案
を
作
成
し
て
閣
議

決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
政
府
全
体
の
指
針
を
示
す
と
い
う
の

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本
方
針
を
勘
案
し
ま
し
て
、
都
道
府

県
が
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん

な
こ
と
を
や
る
と
い
う
の
を
書
い
て
い
く
計
画
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
を
都
道
府
県
で
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

指
定
棚
田
地
域
と
活
動
計
画

具
体
的
な
施
策
は
、
ま
ず
都
道
府
県
が
、
こ
こ
は
特
に
支
援
が

必
要
な
地
域
で
あ
り
ま
す
と
国
に
申
請
し
て
、
そ
れ
を
国
が
指
定

地
域
に
指
定
す
る
と
い
う
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
指
定
棚
田
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、
地
域
の
中
で
多
様

な
主
体
が
参
画
す
る
協
議
会
を
つ
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
協
議
会
が
計
画
を
立
て
る
と
、
市
町
村
が
そ
れ
を
国
に

申
請
し
ま
し
て
、
国
が
そ
れ
を
了
解
す
る
こ
と
で
特
別
の
措
置
が

な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
連
す
る
支
援
等
の
措
置

関
連
の
支
援
措
置
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

の
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
棚
田
地

域
振
興
加
算
で
す
。
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
円
と
い
う
の
が
よ

く
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
関
連
の
施
策
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
例
え

ば
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
文
科
省
さ
ん
が

や
っ
て
い
る
、
棚
田
を
活
用
し
た
体
験
活
動
へ
の
支
援
で
す
と

か
、
そ
う
い
っ
た
関
係
す
る
も
の
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
棚
田
地
域
振
興
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
支
援

今
回
の
特
徴
と
し
ま
し
て
、
相
談
役
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
国
に
よ
る
協
議
会
の
構
成
員
に
対
す
る
情
報
提
供
、
助

言
等
の
援
助
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
棚
田
地
域
振
興
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
横
文
字
を
使
っ
た
名
前
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
う
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
て
、
そ
こ
が
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
乗
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
す
る
、
そ
う
い
う
仕
立
て
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
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こ
の
背
景
と
し
ま
し
て
、
市
町
村
も
合
併
し
て
、
技
術
系
の
職

員
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
集
落
ま
で
き

め
細
か
に
職
員
が
入
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
よ
ろ
ず
相
談
を
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
、
国
の

担
当
が
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
入
り
込
ん
で
、
最
近
は
よ
く
災

害
な
ど
で
プ
ッ
シ
ュ
型
と
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
押
し
か
け
て

い
っ
て
、
こ
ん
な
制
度
が
あ
り
ま
す
よ
、
こ
ん
な
よ
う
に
し
た
ら

こ
ん
な
よ
う
に
使
え
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
、
こ
ち
ら

か
ら
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い

っ
た
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
選
任
範
囲
で
す
け
れ
ど
も
、
施
策
担
当
と
地
域
担
当
と
い

う
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
施
策
担
当
は
関
係
府
省
の
担
当

の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
人
、
事
業
担
当
で
す
の
で
、
よ
く
中
身
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
地
域
担
当
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

農
水
省
で
言
え
ば
地
方
拠
点
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
参

事
官
な
ど
が
な
り
ま
し
て
、
実
際
に
地
域
の
実
情
を
聞
い
て
、
関

係
す
る
省
庁
に
道
案
内
し
た
り
、
つ
な
い
で
い
く
、
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
・
公
示
が
さ
れ
た
後
、
協
議
会

を
組
織
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
設
立
の
と
き
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
紹
介
し
た
り
、
こ
ん
な
の
を
使
っ
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も
で

き
る
よ
と
い
う
情
報
提
供
し
た
り
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
実
際

図4 棚田地域振興コンシェルジュによる相談・支援体制
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に
活
動
計
画
の
策
定
段
階
に
な
っ
た
と
き
も
、
計
画
書
を
こ
の
よ

う
に
書
い
た
ら
い
い
よ
と
か
、
こ
こ
は
こ
ん
な
の
で
も
別
に
構
わ

な
い
の
だ
よ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
実

際
に
活
動
す
る
と
き
も
、
事
業
実
施
手
続
な
ど
、
こ
ん
な
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
よ
と
か
、
こ
こ
に
先
に
口
を
利
い
て
お
い
て
あ
げ
る

よ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
実
際
に
活
動
で
何

か
技
術
的
な
知
識
が
欲
し
い
、
専
門
知
識
が
欲
し
い
と
い
っ
た
と

き
に
専
門
家
を
紹
介
す
る
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
関
係
省
庁
の
関
係
図
が
図
3
で
す
。
施
策
担
当
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
関
係
す
る
省
庁
で
す
が
、
総
務
省
、
文
科
省
、
農
水
省
、

国
交
省
、
観
光
庁
も
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
環
境
省
、
内
閣

府
と
い
う
こ
と
で
、地
域
担
当
は
地
方
出
先
機
関
で
、主
に
農
水
、

国
交
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
の
方
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。こ
う
い
う
仕
組
み
で
支
援
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、現
在
、

一
〇
二
計
画
が
今
、
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
当
初
、
私
ど
も
、

も
く
ろ
み
と
し
て
一
〇
〇
計
画
を
つ
く
ろ
う
と
い
っ
た
目
標
を
立

て
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
〇
二
計
画
ま

で
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
我
々
の
想
像
以
上
に
取
組
が
広
が
っ

て
い
る
な
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

以
上
、
駆
け
足
で
し
た
が
、
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ⅱ

質

疑

集
落
戦
略
の
作
成

神
山

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
五
期
対
策
に
つ

い
て
は
、
四
期
対
策
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
う
少
し
詳
し
く
聞
き
た
い
点
が
あ
り

ま
す
。

最
初
に
集
落
戦
略
で
す
け
れ
ど
も
、
体
制
整
備
単
価
の
要
件
が

集
落
戦
略
の
作
成
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
自
体
、
中
山
間

地
域
の
農
業
集
落
の
人
た
ち
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
非
常
に
い
い

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
丸
（
〇
）
を
記
入
す

る
と
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。遠

藤

そ
こ
は
私
ど
も
、
事
務
の
簡
素
化
と
い
う
の
と
、
本
来

趣
旨
と
し
て
、
将
来
の
こ
と
を
皆
さ
ん
で
が
ち
が
ち
考
え
て
い
た

だ
い
て
、
具
体
的
な
像
を
持
っ
て
も
ら
う
、
目
標
を
持
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
、
こ
の
相
反
す
る
も
の
を
ど
う
や
っ
て
く
っ
つ
け

よ
う
か
な
と
逡
巡
し
た
の
が
こ
の
マ
ル
バ
ツ
方
式
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
や
は
り
始
め
る
と
、
マ
ル
バ
ツ
だ
け
つ
け
て
、
は
い
終
わ
り

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
出
て

き
ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
懸
念
も
私
ど
も
、
持
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
、
実
質
的
に
こ
う
い
う
作
業
を
お
願
い
す
る
た
め
に
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つ
く
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
手
引
を
つ
く
り
ま
し
て
、
こ
の

手
引
を
基
に
、
マ
ル
バ
ツ
も
こ
ん
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
を
し

っ
か
り
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
や
っ
て
ほ
し
い
な
と
い
う
よ
う

に
今
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。

協
議
会
方
式
に
よ
る
事
業
推
進

神
山

地
域
に
は
、
例
え
ば
人
・
農
地
プ
ラ
ン
だ
と
か
、
そ
う

い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
と

合
わ
せ
て
、
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
文
章
化
す
る
、
目
標
を
し
っ

か
り
と
定
め
て
集
落
戦
略
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る

集
落
協
定
の
広
域
化
な
ど
と
の
関
係
で
、
市
町
村
の
行
政
の
役
割

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
、
特
に
、
課
長
の
お
話
に
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
広
域
合
併
し
た
よ
う
な
広
域
市
は
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新
潟
県
上
越
市
で
中
山

間
の
協
議
会
を
つ
く
っ
て
推
進
し
て
い
る
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

成
果
が
、
先
ほ
ど
の
棚
田
地
域
振
興
法
の
事
業
推
進
で
の
協
議
会

方
式
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ

う
か
。

遠
藤

ま
ず
一
つ
目
の
御
質
問
で
す
け
れ
ど
も
、
私
ど
も
、
人

・
農
地
プ
ラ
ン
で
す
と
か
、
複
数
の
似
た
よ
う
な
計
画
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
あ
っ
ち
で
も
つ
く
り
、
こ
っ
ち
で
も
つ
く

り
と
い
う
の
は
、
さ
す
が
に
ま
ず
い
な
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

て
、
今
回
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
と
も
話
を
し

て
、
や
る
内
容
と
し
た
ら
、
結
局
同
じ
な
ん
で
す
ね
。
地
域
で
農

地
を
残
す
、
あ
る
い
は
農
業
を
継
続
さ
せ
る
と
い
っ
た
ら
、
具
体

的
に
ど
の
土
地
を
誰
が
耕
す
か
、
こ
れ
を
時
間
軸
で
ず
っ
と
追
っ

て
い
く
と
い
う
作
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う
す
る
と
、
私
ど
も

の
集
落
戦
略
の
中
で
同
じ
こ
と
を
や
れ
ば
、
そ
れ
は
人
・
農
地
プ

ラ
ン
と
し
て
扱
っ
て
も
い
い
し
と
い
う
こ
と
で
、
両
方
つ
く
る
と

い
う
こ
と
は
要
ら
な
い
よ
と
い
う
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
広
域
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
職
員
数
が

減
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
き
め
細
か
に
、
一
つ
の
村
を
ず
っ
と
回

っ
て
い
く
の
も
だ
ん
だ
ん
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ

こ
は
地
域
で
考
え
る
べ
き
問
題
と
い
う
の
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
、
こ
の
集
落
戦
略
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
、
話
し
合
い
を
と

に
か
く
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い

う
の
を
考
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
誘
導
し
て

い
く
と
い
う
の
で
、
今
回
、
出
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
の
足

り
な
い
マ
ン
パ
ワ
ー
を
、
こ
う
い
う
誘
導
策
だ
け
で
は
な
く
て
、

具
体
的
に
人
材
を
放
り
込
む
と
い
う
の
は
、
継
続
し
た
課
題
で
は

あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
や
は
り
今
後
、
何
か
考
え
て
い
か
け
れ
ば
い

け
な
い
か
な
と
。

一
つ
の
方
向
と
し
て
は
、
今
、
総
務
省
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
集
落
支
援
員
制
度
と
い
う
の
を
つ
く

っ
て
、
市
町
村
の
役
場
の
Ｏ
Ｂ
で
す
と
か
、
県
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
集

落
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
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制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
と
連
携
し
て
考
え
て

く
だ
さ
い
ね
と
い
う
こ
と
を
、
私
ど
も
の
ほ
う
か
ら
言
っ
て
い
く

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
そ
の
手
引
を
つ
く
る
中
で
、

そ
う
い
っ
た
考
え
方
を
盛
り
込
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

第
四
期
対
策
の
事
業
効
果

服
部

私
、
実
は
二
〇
年
前
に
、
こ
の
制
度
が
発
足
す
る
と
き

の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
と
小
田
切
さ
ん
が
入

っ
て
い
て
。
で
す
か
ら
、
こ
の
制
度
が
二
〇
年
間
続
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
非
常
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
先
ほ
ど
マ
ル
バ
ツ

方
式
で
意
向
を
聞
く
と
い
う
よ
う
な
手
段
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
と

聞
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
分
か
り
や
す
い
形
で
生
産

者
の
方
々
に
意
向
を
聞
く
方
法
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
二

〇
年
間
も
保
っ
て
き
た
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
制
度
を
多
く
の
方
々
に
き
ち
っ
と
納
得
し
て
も
ら
っ
て
、

や
っ
て
い
く
上
で
必
要
な
方
法
な
ん
だ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
こ
と

を
や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
二
〇
年
間
続
い
て
い
る
ん
だ
な
と
、

こ
れ
が
私
の
感
想
で
す
。

そ
の
上
で
一
つ
聞
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
六
ペ
ー
ジ
、
第

四
期
対
策
の
効
果
で
す
。
減
少
が
防
止
さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
る
農

用
地
面
積
が
七
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
発
生
が
防
止
さ
れ
た
と
推

計
さ
れ
る
耕
作
放
棄
地
が
三
・
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
。
こ
れ
は
第

四
期
対
策
の
最
終
評
価
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら
二
〇
年
間
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
二
〇
年
間
の
全

体
を
通
し
た
効
果
と
い
う
も
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
と
。
二
〇

年
間
を
通
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
用
地
面
積
の
減

少
効
果
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
と
同
じ
だ
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
第
四
期
対
策

の
評
価
面
積
で
あ
っ
て
、
で
は
、
二
〇
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少
効
果
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
点
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

遠
藤

農
振
計
画
の
中
に
目
標
と
す
べ
き
農
地
面
積
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
あ
れ
は
現
状
を
踏
ま
え
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
ト
レ
ン

ド
も
踏
ま
え
た
数
字
で
、
あ
ま
り
無
理
の
な
い
数
字
を
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
考
え
方
と
同
様
の
考
え
方
を
と
れ
ば
、
こ
の
四
期
対

策
の
五
年
の
間
に
こ
れ
だ
け
の
下
降
を
と
ど
め
た
と
い
う
こ
と

で
、
多
分
、
二
〇
年
間
、
直
接
支
払
い
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
減
少

傾
向
が
ず
っ
と
ト
レ
ン
ド
と
し
て
つ
な
が
っ
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
こ
の

七
・
五
掛
け
る
四
と
い
う
数
字
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
農
振
計
画
の
中
の
目
標
面
積
と
齟
齬
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

服
部

分
か
り
ま
し
た
。

集
落
連
携
と
協
定
の
広
域
化

神
山

ほ
か
に
。
安
藤
先
生
。
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安
藤

第
一
期
対
策
か
ら
第
五
期
対
策
の
流
れ
を
見
て
い
る

と
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
加
算
や
、
そ
の
後
、
集
落
連
携

促
進
加
算
が
登
場
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
単
独
の
集
落

協
定
で
は
大
分
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
連
携
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
、
あ
る
い
は
広
域
化
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
当
初
は
集
落
協
定
を
か
な
り
大
き
い

面
積
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
と
っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
方
向
で
二
〇
年
間
や
っ
て

き
た
記
憶
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
継
承
す
る
形
で
、
連
携
と

か
集
落
協
定
を
大
き
く
し
て
、
持
続
可
能
性
と
い
う
か
、
安
定
性

を
高
め
て
い
く
方
向
に
踏
み
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
評
価
、
あ
る
い
は
そ
の
結
果

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
連
携
や
広
域
化
が
進
ん

だ
の
か
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
と
い
う
の
が
私
の

質
問
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
集
落
戦
略
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
結
局
、
広
域

化
、
あ
る
い
は
大
き
な
集
落
協
定
を
つ
く
る
と
い
っ
て
も
そ
れ
に

は
限
界
が
あ
っ
て
、
や
は
り
集
落
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
お
考

え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
は
だ
ん
だ

ん
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
や
は
り
大
き
な
範
囲
を
つ

く
っ
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
あ
た

り
、
こ
の
二
〇
年
間
を
ど
う
評
価
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

最
後
に
棚
田
地
域
振
興
法
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
例

え
ば
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
の
範
囲
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
形
成

さ
れ
て
い
る
の
か
が
そ
れ
と
関
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
集
落
協
定
よ
り
も
広
い
範
囲
で
な
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
は
棚
田
に
対

し
て
地
域
振
興
活
動
加
算
だ
け
で
は
な
く
て
集
落
協
定
広
域
化
加

算
も
使
わ
れ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
し

た
こ
と
も
含
め
、
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
の
内
容
と
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な

直
接
支
払
制
度
が
利
用
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
の
共
同
取
組
に

ど
う
い
っ
た
予
算
が
配
分
さ
れ
て
地
域
振
興
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
私
が
最
初
に
出
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ

な
が
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
私
か
ら
の
質
問
と
な
り
ま
す
。

集
落
と
合
意
形
成
の
範
囲

遠
藤

ま
ず
、
こ
の
中
山
間
直
接
支
払
い
の
取
組
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
概
念
的
に
は
、
や
は
り
集
落
で
す
の
で
、
話
し
合
い
で

合
意
形
成
が
で
き
る
範
囲
と
い
う
の
が
出
発
点
か
な
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
集
落
規
模
で
す
の
で
、
俗
に
言
う
平
均
像
で

言
え
ば
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
の
固
ま
り
だ
と
か
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
現
在
、
活
動
さ
れ
て
い
る
集
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落
協
定
の
広
が
り
を
見
て
い
く
と
、
実
は
小
さ
な
と
こ
ろ
が
結
構

多
く
て
、
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
、
実
際
に
取
り
組
め
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
出
発
点
な
の
か
な
と

い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
期
対
策
の
直
後
か
ら
高
齢
化
と
小
規
模
集
落
の
問

題
と
い
う
の
は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
た
め
に
加
算
措
置

を
い
ろ
い
ろ
、
手
を
変
え
、
品
を
変
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

ず
っ
と
改
善
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
ず

っ
と
四
期
対
策
を
や
っ
て
き
て
一
つ
言
え
る
の
は
、
集
落
の
合
意

形
成
を
基
に
広
域
化
す
る
に
し
て
も
、
近
隣
の
集
落
と
の
合
意
形

成
も
き
ち
ん
と
や
ら
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
回
ら
な
い
よ
ね
と
い
う

の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
で
は
、
そ
こ
は
各
集
落
ご
と
に
自
分
た
ち

の
将
来
を
き
っ
ち
り
見
つ
め
直
そ
う
と
。
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
足
り
な
い
わ
と
。
う
ち
は
こ
れ
で
先
細
り
だ
し
、
ど
う
に

も
な
ら
ん
ね
と
い
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
、
で
は
近
隣
の
方
と
一

緒
に
な
る
か
と
か
、
次
の
芽
生
え
と
い
う
か
、
考
え
が
浮
か
ん
で

く
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
集
落
戦
略
と
い
う
も
の
を

私
ど
も
、
非
常
に
重
視
し
て
お
り
ま
す
。

広
域
化
の
取
組
み
状
況

遠
藤

そ
れ
で
、
こ
れ
と
の
兼
ね
合
い
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き

た
広
域
化
の
取
組
が
ど
う
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
取
組
の
単
位
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
か

と
い
う
の
を
、
二
〇
年
前
と
今
と
比
較
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
の

で
、
そ
れ
は
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
な
と
、
今
、
先
生
の
お
言
葉
を
伺
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
現
状

分
析
は
で
き
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
過
去
か
ら
の
継
続
と
い

う
点
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
デ
ー
タ
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
。

恐
ら
く
感
覚
的
に
は
、
広
域
化
の
取
組
と
い
う
の
は
広
が
っ
て

い
る
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。
実
際
に
中
山
間
地
域
の
現
場
を

見
て
も
、
こ
れ
は
平
場
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
集
落
営

農
を
平
成
一
九
年
頃
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、
次
の
世
代
も
入
ら
ず

に
パ
ラ
レ
ル
で
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
地

域
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
で
は
そ
う
い
っ
た
地
域
は
ど
う
す
る
の

か
な
と
思
っ
て
見
て
い
る
と
、
や
は
り
近
隣
の
集
落
営
農
と
く
っ

つ
い
て
、
機
械
を
持
ち
寄
っ
て
、
も
う
一
回
再
生
を
図
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
や
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
逆
に
、
よ
り
傾
斜
度
の
緩

い
集
落
の
方
が
近
隣
の
農
地
も
引
き
受
け
て
、
営
農
、
直
払
い
の

ほ
う
も
や
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
流
れ
と
し
て
は

そ
う
い
う
方
向
に
、
恐
ら
く
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
で
、棚
田
地
域
振
興
法
を
つ
く
っ
て
、あ
ち
ら
の
ほ
う
は
、

棚
田
の
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
て
、
ほ
か
の
経
済
と
も
く
っ
つ
く

し
、
そ
れ
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
平
場
の
方
と
も
く
っ
つ
い
て
、

地
域
振
興
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
。
農
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
図
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り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
理
想
と
し
て
は
、
協
議
会
は

広
い
範
囲
を
我
々
は
求
め
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
今
、

一
〇
八
計
画
で
、
分
析
し
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
合

意
形
成
の
範
囲
で
言
え
ば
、
や
り
や
す
い
の
は
、
や
は
り
集
落
単

位
、
せ
い
ぜ
い
近
隣
の
と
こ
ろ
ま
で
う
ま
く
巻
き
込
め
て
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
な
と
い
う
の
が
素
直
な
考
え
で
ご
ざ
い

ま
す
。

神
山

棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算
と
ほ
か
の
加
算
と
は
重
複
は

で
き
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

農
村
振
興
局

広
域
化
加
算
だ
け
、
重
複
が
可
能
で
し
て
、
そ
れ

以
外
は
重
複
不
可
で
す
。

遠
藤

先
ほ
ど
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
も
通
じ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
広
域
化
加
算
だ
け
は
常
に
重
複
は
良
い
こ
と
に
し

て
い
る
ん
で
す
。

集
落
協
定
と
集
落
営
農
の
重
な
り

谷
口

谷
口
と
申
し
ま
す
。質
問
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、

中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
と
集
落
営
農
は
、
ど
の
程
度
現
実
的
に

重
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
協
定
自
体
は
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
タ
イ
プ
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な

集
落
営
農
が
存
在
し
て
い
る
の
か
を
教
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

集
落
営
農
が
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
中
山
間
地
域
で
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
集
落
協
定
を
結
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
実
際
に

は
地
形
の
関
係
も
あ
っ
て
直
接
支
払
い
と
集
落
営
農
の
範
囲
が
連

動
し
に
く
い
場
合
も
あ
っ
て
複
雑
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
あ
る
市
で
全
部
の
集
落
協
定
を
拾
い
出
し
て
、
三
種
類

ぐ
ら
い
に
分
け
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
集
落
営
農
と
重
な
り
あ

っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
の
で
す
。
す
る
と
、
集
落
営
農
の
エ

リ
ア
と
協
定
の
エ
リ
ア
は
思
っ
て
い
た
よ
り
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で

す
。
集
落
営
農
と
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
っ

て
、
集
落
協
定
の
ほ
う
が
や
り
や
す
い
。
集
落
営
農
の
方
が
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
わ
け
で
す
。
具
体
的
な
営
農
と
な
る
と
、
担
い
手

を
誰
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
を
二
〇
年
や
っ
て
き
て
、
結
果
と
し
て

両
者
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
先
ほ
ど
安
藤
さ
ん
が

言
っ
た
こ
と
と
同
じ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に
進
行
し

て
き
た
の
か
。
こ
の
協
定
の
開
始
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
で
す
が
、

集
落
営
農
の
本
格
的
な
推
進
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
で
、
ズ
レ
が
あ

り
ま
す
が
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
重
な
り
あ
い
な
が
ら
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
大
局
的
な
評
価
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
と
リ
ン
ク
す
る
の
で
す
が
、
今
回
、
指
定

棚
田
地
域
に
ま
で
対
象
を
広
げ
た
の
は
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
う

し
、
そ
れ
が
平
場
ま
で
行
っ
た
の
は
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
集

落
営
農
自
体
の
論
理
で
ど
う
い
う
広
域
化
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
と
い
う
問
題
と
、
集
落
協
定
の
広
域
化
と
い
う
問
題
は
ち
ょ

っ
と
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
水
系
だ
と
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か
、
た
め
池
だ
と
か
を
と
っ
た
と
き
に
は
集
落
協
定
上
は
一
緒
に

な
る
け
れ
ど
も
、
担
い
手
と
は
集
落
営
農
の
関
係
で
は
違
う
と
こ

ろ
と
一
緒
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
か
い
う
こ
と
が
発
生
し
ま

す
。
現
場
へ
行
く
と
、
そ
の
あ
た
り
の
と
こ
ろ
の
関
連
を
ど
う
考

え
る
の
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
き
な
問
題
に
な
る
の
か
な
と
思

っ
た
の
で
す
。
そ
の
二
つ
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
施
地
区
で
の
取
組
み
の
広
が
り

遠
藤

一
点
目
の
御
質
問
で
す
け
れ
ど
も
、
私
ど
も
は
中
山
間

直
接
支
払
い
の
中
で
優
良
地
区
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
地
区
を
幾
つ

か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
時
系
列
で
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
の
を
見
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、
中
山
間
直

接
支
払
い
は
二
〇
〇
〇
年
で
、
今
と
な
っ
て
は
非
常
に
早
い
時
期

に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
活
動
を
見
る
と
、
資
源
管
理
の
部

分
と
生
産
活
動
と
い
う
部
分
と
、
そ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
っ

て
生
活
支
援
と
い
う
部
分
と
、
大
体
こ
の
三
つ
を
、
本
当
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
全
部
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
取
組
始

め
を
見
て
い
る
と
、
最
初
は
や
は
り
中
山
間
直
払
い
で
皆
さ
ん
で

始
め
て
、
あ
る
い
は
も
う
一
つ
合
意
形
成
を
図
ら
れ
る
場
と
し

て
、
土
地
改
良
、
圃
場
整
備
で
す
。
あ
の
と
き
に
徹
底
的
に
皆
さ

ん
で
将
来
像
を
話
し
合
わ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
、
で
は
生
産
活
動
も

一
緒
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
生
産
活
動
が
乗
っ
て
き
て
、
そ
れ

を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
度
は
集
落
の
中
で
高
齢
者
も
だ
ん
だ

ん
増
え
て
き
た
の
で
、
生
活
支
援
、
福
祉
の
部
分
を
や
ろ
う
と
い

う
の
で
、
そ
う
い
う
発
展
形
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
で
、
直
払
い
は
多
面
支
払
い
と
い
う
の
も
一
方
で
あ
り
ま

し
て
、
制
度
上
は
、
多
面
支
払
い
と
中
山
間
直
接
支
払
い
と
い
う

の
は
両
方
と
も
や
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
多
分
、
財
政
的
な
事
情
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
こ
う
や
っ

て
見
て
い
く
と
、
平
場
の
と
こ
ろ
は
多
面
支
払
い
を
や
る
ん
で
す

が
、
周
辺
の
傾
斜
農
地
に
な
る
と
、
そ
っ
ち
は
中
山
間
支
払
い
だ

と
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
結
構
あ
っ
て
、
財
政
上
、
あ
る
い
は
そ

う
い
っ
た
縛
り
か
ら
、
実
際
に
理
想
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
い
広

が
り
と
、
そ
れ
か
ら
諸
般
の
事
情
で
実
は
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
も
あ
る
の
か
な
と
。
あ
と
は
地
形
条
件
で
、
先
ほ
ど
お

っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
水
系
は
や
は
り
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
大
体
、
私
の
感
覚
は
一
対
一
で
つ
な
が
っ
て
は

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
重
な
り
を
見
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ

と
ず
つ
ず
れ
て
い
た
り
、
と
い
う
の
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

制
度
上
の
重
な
り
と
水
系
な
ど
の
地
形
条
件

谷
口

農
地
の
賦
存
状
態
で
都
市
計
画
法
と
農
村
地
域
振
興
整

備
法
の
関
係
地
域
を
示
す
図
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
農
地
が
重
な
り
あ
う
と
こ
ろ
と
、
重
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ぱ
っ

と
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
す
ご
く
分
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か
り
や
す
い
な
と
思
う
ん
で
す
。
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
す
み
ま

せ
ん
。

遠
藤

実
際
、
最
近
、
我
々
も
こ
こ
に
至
っ
て
、
広
域
化
だ
と

か
考
え
て
い
く
と
、
地
形
条
件
と
ど
ん
ど
ん
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を
か

け
て
い
か
な
い
と
、
将
来
像
と
い
う
の
は
見
え
に
く
い
な
と
い
う

の
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は

そ
う
い
う
の
は
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
制
度
上
の
重
な
り

だ
と
か
、
地
形
上
の
重
な
り
だ
と
か
を
見
て
い
く
と
い
う
の
は
。

マ
ル
バ
ツ
方
式
と
自
由
記
入
に
よ
る
地
域
の
意
向
把
握

谷
口

そ
う
す
る
と
、
先
ほ
ど
私
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
た

の
は
マ
ル
バ
ツ
式
の
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
マ
ル
バ
ツ
式
っ
て
、
普

通
は
ば
か
に
す
る
ん
で
す
。
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
人
か
ら
見
る

と
、
こ
ん
な
も
の
に
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
と
怒
る
ん
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
熱
心
な
人
は
自
由
記
入
欄
に
い
っ
ぱ
い
書
く
の
で
す
。
自

由
記
入
欄
が
生
き
て
く
る
ん
で
す
。
マ
ル
バ
ツ
式
で
終
わ
っ
ち
ゃ

う
だ
け
だ
と
大
し
た
こ
と
が
な
く
て
、
両
方
組
み
合
わ
せ
る
と
す

ご
く
い
い
。

も
う
少
し
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
現
場
の
方
々
か
ら
す
る
と
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
ば
か
り
や
ら
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
飽
き
て
い
る
ん
で
す
。
書
く
の
が
嫌
で
嫌
で
し
よ
う
が

な
い
の
で
、
専
門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の

が
よ
く
分
か
る
ん
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
か
と
い
う

と
、
先
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
っ
て
重
な
り
あ
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
し
た
ん
で
す
が
、
全
部
ま
と
め
て
一
本
の
申
請
書

で
、
こ
こ
は
こ
れ
に
使
え
る
、
こ
れ
は
あ
れ
に
使
え
る
と
い
う
よ

う
に
は
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ね
。

遠
藤

そ
う
い
う
の
は
過
去
か
ら
あ
っ
て
、
私
も
話
し
づ
ら
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
一
つ
の
理
想
型
と
し
て
、
地
域
政
策

は
ど
ん
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
て
、
そ
こ
に
み
ん
な
放
り
込
む
。
土

地
利
用
制
度
も
同
じ
議
論
が
昔
か
ら
あ
っ
て
、
一
つ
の
計
画
で
い

い
だ
ろ
う
と
。
農
地
だ
と
か
都
市
だ
と
か
要
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
話
は
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
な
か
な
か
…
…
。

谷
口

縦
割
り
で
す
か
ら
ね
。

遠
藤

い
や
、
縦
割
り
と
い
う
か
、
出
自
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

た
だ
、
昨
今
は
そ
う
い
う
輻
輳
す
る
計
画
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り

お
か
し
い
だ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
簡
素

化
の
方
向
に
向
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
で
す
の
で
、
こ
の

三
支
払
い
は
、
今
は
様
式
を
一
本
化
し
て
い
る
は
ず
で
す
し
、
人

・
農
地
プ
ラ
ン
と
の
、
重
複
し
て
立
て
る
計
画
も
今
は
や
め
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
だ
ん
だ
ん
統
合
は
進
ん
で
い

く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
範
囲
と
地
域
振
興
事
業
の
実
施

安
藤

一
点
だ
け
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
範
囲
の
問
題
に
つ

い
て
で
す
。
あ
る
県
の
状
況
を
説
明
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
最
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初
に
集
落
分
断
型
の
協
定
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
農
業
土
木

系
統
が
こ
の
事
業
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

農
村
振
興
局
の
事
業
な
の
で
そ
う
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

補
助
金
を
受
給
す
る
以
上
、
面
積
や
傾
斜
度
な
ど
に
間
違
い
は
あ

っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
ま
ず
そ
の
農
地
の
ま
と
ま
り
あ
り
き
で

協
定
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
集
落
で
話
し
合
い
を
し
て
戦
略
を
立
て
て
い
こ
う
と

い
う
話
で
は
な
く
て
、
補
助
金
を
ま
ず
間
違
い
な
く
獲
得
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
協
定
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
小
さ
な
協
定
が
た
く
さ
ん
で
き
て
し
ま
い
、

そ
れ
を
後
か
ら
ま
と
め
よ
う
と
し
て
も
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
県
も
あ
れ
ば
、
山
口
県
の
よ
う
に
普
及

系
統
が
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
は
大
き
な
集
落
協
定
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
最
初

の
二
〇
〇
〇
年
の
ス
タ
ー
ト
と
き
に
、
ど
こ
の
部
局
が
ど
う
い
う

働
き
か
け
を
現
地
に
行
っ
た
か
が
、
そ
の
後
の
二
〇
年
間
を
規
定

し
続
け
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま

す
。
島
根
県
の
場
合
は
県
の
農
業
会
議
が
早
い
段
階
か
ら
熱
心
に

特
定
農
業
法
人
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
蓄
積
が

あ
る
中
か
ら
、
普
及
系
統
の
後
押
し
も
あ
り
、
地
域
貢
献
型
集
落

営
農
と
い
う
形
で
福
祉
に
も
手
を
伸
ば
す
よ
う
な
タ
イ
プ
の
も
の

が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
み
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
制
度
の
ス

タ
ー
ト
当
初
に
ど
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組
ん
で
き
た
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
の
都
道
府
県
や
地
域
の
進
む
方
向
が
決
ま
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
視
点
か
ら
二

〇
年
間
の
地
域
別
の
施
策
の
実
施
状
況
の
総
括
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
と
話
を
伺
い
な
が
ら
思
っ
た
次
第
で
す
。

結
局
、
霞
が
関
で
つ
く
っ
た
政
策
も
、
農
村
の
現
場
で
、
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
を
使
っ
て
、
ど
う
実
施
す
る
か
に
よ
っ
て
、
大
き

な
差
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
山

集
落
連
携
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
二
対
策
の
中
間
く
ら

い
の
頃
で
す
。
上
越
市
の
友
人
が
、
最
初
は
集
落
営
農
の
組
織
化

だ
と
か
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
中
山
間
地
域
の
直
接

支
払
い
の
仕
事
も
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
始
め
た
段

階
で
、
一
番
川
上
の
集
落
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

川
下
の
、
一
つ
下
の
集
落
組
織
の
協
力
が
な
い
と
維
持
で
き
な

い
。
こ
れ
を
何
と
か
直
接
支
払
制
度
の
中
で
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
、
農
政
局
に
働
き
か
け
た
み
た
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
現
場
の

担
当
者
の
要
望
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
場

の
担
当
者
が
と
て
つ
も
な
く
活
動
し
な
い
と
、
集
落
に
入
っ
て
、

お
ま
け
に
集
落
が
違
う
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
合
意
形
成
を
や
る

と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
。
事
務
費
の
額
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な

い
。
担
当
者
の
活
動
の
事
務
経
費
は
、
実
際
は
も
っ
と
か
か
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
協
議
会
方
式
だ
と
か
い
う
形
で
、
な
る
べ

く
う
ま
く
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
ん
で
す
。
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対
策
の
振
り
分
け
と
制
度
上
の
工
夫

遠
藤

ち
ょ
っ
と
関
連
し
て
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
つ
は
、

傾
斜
地
農
地
を
維
持
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
隣
を
見
る
と
平

場
の
元
気
な
集
落
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
く
っ
つ
け
な
い
と
ど
う
に

も
な
ら
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
客
観
的
に
見
て
い
る
と
そ
う
な
ん

で
す
。
た
だ
、
地
域
で
ど
う
い
う
制
度
を
活
用
す
る
か
。
そ
れ
は
、

市
町
村
の
財
政
負
担
も
伴
い
ま
す
し
、
そ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
事

情
で
、
こ
こ
か
ら
先
は
多
面
で
、
こ
っ
ち
は
中
山
間
み
た
い
に
分

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
結
構
あ
っ
て
、
我
々
の
次
の
課
題
は
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
を
地
域
一
帯
で
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
ど
う
い
う
施
策
を
打
っ
た
ら
い
い
の

か
。
そ
れ
は
制
度
上
の
工
夫
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
ど
う
や

っ
て
誘
導
で
き
る
か
、
一
つ
、
そ
ん
な
の
が
あ
ろ
う
か
な
と
思
い

ま
す
。

中
山
間
地
域
、
条
件
不
利
地
域
の
定
義

谷
口

今
の
は
す
ご
く
重
要
な
問
題
で
、
前
か
ら
感
じ
て
い
る

こ
と
は
中
山
間
地
域
の
定
義
の
問
題
な
ん
で
す
。
こ
の
定
義
と
法

律
で
実
際
に
や
っ
て
い
る
こ
と
と
の
間
に
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
が
あ
り

ま
す
。
ズ
レ
と
い
う
の
は
い
い
意
味
で
す
。
中
山
間
地
域
と
い
う

地
域
の
表
現
が
、
実
際
に
は
生
産
条
件
不
利
地
域
も
含
ん
で
い
る

ん
で
す
。
後
者
は
傾
斜
地
な
ど
の
地
形
的
地
域
で
は
な
く
て
、
自

然
条
件
の
不
利
性
な
の
で
平
坦
地
も
含
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
外
部
の
人
に
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ

れ
て
い
な
い
し
、
現
場
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
担
当
者
し
か
理

解
し
て
い
な
く
て
、
調
査
に
行
く
と
、
こ
こ
は
中
山
間
地
域
な
ん

で
す
か
と
い
う
こ
と
を
言
う
人
が
い
る
の
が
実
態
な
の
で
す
。
申

し
上
げ
た
い
の
は
、
中
山
間
地
域
と
い
う
名
称
は
も
う
変
え
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
条
件
不
利
地
域
と
言

っ
て
は
だ
め
な
ん
で
す
か
。
こ
う
い
う
枠
組
み
で
は
、
都
市
的
地

域
に
お
い
て
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
入
っ
て
こ

な
い
ん
で
す
。
多
面
的
機
能
は
中
山
間
地
域
に
張
り
つ
い
て
し
ま

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
、
農
地
一
般
に
つ
い
て
広
げ
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
何
と
な
く
抵
抗
感
が
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
基
本
法
第
三
五
条
の
規
定
が

す
ご
く
重
要
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て

い
く
制
度
と
現
実
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
基
本
法
の
改
正
に
踏
み
込
む
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
く
べ

き
時
期
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
素
人
の
話
で

大
変
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤

要
す
る
に
中
山
間
地
域
と
い
う
線
引
き
を
し
て
、
そ
こ

の
隣
接
の
と
こ
ろ
ま
で
は
さ
す
が
に
傾
斜
度
関
係
な
く
と
い
う

か
、
傾
斜
度
も
関
係
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
条
件
不
利
と
い
う

定
義
を
も
う
ち
ょ
っ
と
緩
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と
考
え
た

の
が
知
事
特
認
だ
と
思
う
ん
で
す
。
あ
れ
で
連
担
地
域
を
少
し
で
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も
一
体
と
し
て
扱
え
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
や
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
ま
で
が
限
界
で
、
た
だ
、
今
、
お

っ
し
ゃ
ら
れ
る
よ
う
に
、
条
件
不
利
地
域
の
農
地
と
、
い
わ
ゆ
る

一
般
的
に
言
わ
れ
る
農
地
の
維
持
と
い
う
の
は
、
最
後
に
求
め
る

効
果
、
機
能
と
い
う
の
は
多
分
同
じ
な
ん
で
す
。
多
面
的
機
能
で

あ
り
、
食
料
の
生
産
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
後
、
政

策
的
に
そ
れ
を
も
う
一
回
見
つ
め
直
す
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

谷
口

こ
の
絵
（
資
料
提
示
）
で
み
る
と
、
多
面
的
機
能
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
地
域
は
中
山
間
地
域
か
ら
平
地
農
業
地
域
ま
で
連

続
的
な
ん
で
す
ね
。

交
付
金
の
返
還
措
置
の
見
直
し

堀
口

一
点
だ
け
い
い
で
す
か
。
第
五
期
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
交

付
金
の
返
還
措
置
の
見
直
し
で
、
協
定
農
用
地
全
体
か
ら
当
該
農

用
地
に
絞
っ
て
変
更
す
る
と
い
う
、
こ
の
意
味
で
す
。
僕
は
こ
の

間
、
全
然
見
て
い
な
く
て
、
一
番
最
初
の
頃
、
山
形
で
集
落
の
会

合
に
参
加
し
て
、
地
図
を
描
い
て
い
た
ら
、
こ
い
つ
、
五
年
後
ま

で
も
た
な
い
か
ら
外
そ
う
や
と
。
本
来
は
そ
れ
を
入
れ
な
い
と
だ

め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ん
だ
け
ど
、
返
還
を
考
え
て
、
危
な

い
圃
場
は
落
と
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
十
何
年
も
や
っ
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
僕
の
理
解
は
全
然
正
確
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
措
置
を
と
る
と
、
か
な
り
大
胆
に
対
象
を
広
げ
ら
れ
る

と
期
待
し
て
い
い
ん
で
す
か
。
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
、
大
胆
に

頑
張
っ
て
入
れ
よ
う
や
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
い
い
で

す
か
。

遠
藤

我
々
の
ほ
う
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
先
生
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
。
だ
め
だ
っ
た
ら
、

こ
こ
だ
け
返
せ
ば
い
い
や
と
、
そ
う
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
皆
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

れ
る
か
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

神
山

今
の
第
五
期
対
策
の
仕
組
み
は
、
例
え
ば
協
定
締
結
し

て
、
四
年
間
や
り
ま
し
た
と
。
五
年
目
に
耕
作
放
棄
し
て
し
ま
い

ま
し
た
と
い
う
と
、
協
定
締
結
の
と
き
か
ら
の
分
を
返
還
し
な
い

と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
当
初
は
、
五
年
目
の
耕
作
放
棄
が
発
生

し
た
段
階
の
交
付
金
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
要
望
し

て
、自
民
党
で
も
決
議
さ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、残
念
な
が
ら
、

財
政
当
局
で
だ
め
だ
よ
と
。
耕
作
放
棄
が
発
生
し
た
段
階
の
交
付

金
の
返
還
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

期
中
の
途
中
ま
で
は
や
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

農
地
の
維
持
の
困
難
さ
と
制
度
の
設
計

遠
藤

こ
の
制
度
と
い
う
か
、
制
度
は
多
分
、
何
で
も
一
緒
だ

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
制
度
上
仕
組
む
と
き
に
、
フ
リ
ー
ラ

イ
ダ
ー
問
題
が
一
番
焦
点
に
な
る
ん
で
す
。
こ
の
マ
ル
バ
ツ
形
式

も
、
我
々
、
七
〇
歳
、
八
〇
歳
の
方
が
そ
ん
な
の
を
や
る
の
は
し
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ん
ど
い
か
な
と
思
っ
て
マ
ル
バ
ツ
に
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
す
る
と
安
易
に
マ
ル
バ
ツ
、
さ
さ
っ
と
つ
け
て
、
交
付
金
を
頂

戴
と
言
う
人
も
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
制
度
上
は
い
つ
も
そ

こ
の
せ
め
ぎ
合
い
で
す
。
そ
れ
の
連
続
で
す
。
だ
か
ら
、
お
っ
し

ゃ
ら
れ
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
で
、
返
還
の
方
法
は
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
逆
に
、
協
定
で
全
額
返
還
だ
と
い
う
こ
と
で
、

か
え
っ
て
規
制
法
と
し
て
働
く
と
い
う
効
果
が
い
い
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
方
も
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は

い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
経
て
、
今
の
形
を
五
期
対
策
で
は
と
っ
て
お

り
ま
す
。

谷
口

真
ん
中
に
小
河
川
が
あ
っ
て
、
そ
の
沿
岸
は
結
構
い
い

三
〇
ア
ー
ル
か
ら
五
〇
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
の
農
地
が
ず
っ
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
一
本
横
に
入
っ
た
谷
の
よ
う

な
と
こ
ろ
の
農
地
は
一
〇
ア
ー
ル
未
満
が
多
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
を
協
定
の
対
象
農
地

に
入
れ
る
と
耕
作
放
棄
地
に
な
る
か
ら
だ
め
な
の
で
、
真
ん
中
の

優
良
農
地
だ
け
残
せ
ば
い
い
と
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
谷
の
部

分
の
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
お
か
げ
で
鳥
獣
被
害
が
多
く
な
っ
て
し

ま
う
の
が
現
実
で
す
。
だ
か
ら
、
谷
の
部
分
の
農
地
を
う
ま
く
維

持
し
な
い
と
、
こ
の
優
良
農
地
自
体
が
守
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
だ
け
最
初
か
ら
協
定
の

対
象
外
に
す
る
と
、
一
年
目
か
ら
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
て
、
優
良

農
地
自
体
が
守
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
悩
ま
し
い
で
す
。

そ
う
い
う
点
で
は
、
外
す
と
い
う
の
は
す
ご
く
現
実
的
だ
け
れ
ど

も
、
全
部
で
は
な
く
て
、
あ
っ
ち
は
諦
め
る
と
か
い
っ
た
判
断
が

働
く
余
地
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

長
期
的
な
土
地
利
用
の
検
討
が
課
題

遠
藤

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
今
、
私
ど
も
、
長
期
的
土
地

利
用
の
検
討
会
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
本
当

に
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
の
結
果
は
、
こ

ち
ら
の
中
山
間
直
払
い
の
土
地
利
用
の
考
え
方
に
も
反
映
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
山

一
つ
だ
け
、
谷
口
さ
ん
の
言
っ
た
定
義
の
問
題
で
す
け

れ
ど
も
、
制
度
発
足
当
初
か
ら
北
海
道
で
は
草
地
に
対
す
る
支
払

い
が
圧
倒
的
に
多
い
わ
け
で
す
。
制
度
発
足
の
年
、
北
海
道
の
調

査
に
行
っ
て
、
草
地
率
七
〇
％
以
上
の
地
域
で
そ
う
い
う
対
応
を

し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
畜
産
の
政
策
と
し
て
草
地
の
整
備
や
更

新
を
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
今
日
は
、
都
府
県
の
話
し
か
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
北
海
道
の
位
置
づ
け
は
き
ち
っ
と
す
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
条
件
不
利
地
域
と
い
う
形
で
く
く

れ
ば
、
す
っ
と
頭
に
入
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

遠
藤

北
海
道
の
草
地
の
問
題
は
、
や
は
り
当
時
の
畜
産
情
勢

も
あ
っ
て
、
そ
れ
と
あ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
条
件
不
利
と
い
う
、

�������������������������������������������������������� 座談会
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イ
ギ
リ
ス
の
考
え
方
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
草
地
率

七
〇
％
以
上
の
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
ほ
か
の
農
業
は
で
き
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、
条
件
不
利
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
二
〇
年
間
対
応

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
多
面
的
機
能
と
は
何
か

と
い
う
と
こ
ろ
で
ま
た
一
つ
、
北
海
道
の
草
地
も
入
っ
て
く
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
北
海
道
の
草
地
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
は
重
要
な
一
つ
の
論

点
だ
と
思
い
ま
す
。

神
山

で
は
、
時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
終
わ
り
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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Ⅰ
�
農
産
物
輸
出
の
現
状
：
二
〇
一
二
年
↓
一
八
年
へ

と
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
倍
増

二
〇
二
〇
年
の
農
林
水
産
物
輸
出
額
は
九
二
一
七
億
円
で
あ
っ

た
。農

林
水
産
物
輸
出
額
は
、
二
〇
一
二
年
四
四
九
七
億
円
↓
二
〇

一
八
年
九
〇
六
八
億
円
と
着
実
に
増
大
し
、
こ
の
六
年
間
で
二
倍

に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
表
1
）。

日
本
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
出
が
伸
び
た
主
要
相
手
国
は
、
香

港
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
（
表
2
）。

さ
ら
に
、
輸
出
が
伸
び
た
ト
ッ
プ
一
〇
か
国
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
諸

国
が
八
か
国
を
占
め
て
い
る
。

食
生
活
が
比
較
的
近
い
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
輸
出
を
中
心
に
し
て

日
本
の
農
水
産
物
輸
出
は
、
急
拡
大
を
遂
げ
て
き
た
の
で
る
。

主
要
な
農
水
産
物
の
二
〇
二
〇
年
一
月
―
一
〇
月
に
お
け
る
輸

出
額
を
見
る
と
（
表
3
）、

⑴
加
工
食
品
二
九
九
三
・
八
億
円
（
主
要
農
水
産
物
合
計
六
一

四
五
・
六
億
円
の
四
八
・
七
％
）。
う
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
：
五
五
二
・
九
億
円
（
同
九
％
）、
ソ
ー
ス
混
合
調
味
料

二
九
六
・
四
億
円
（
四
・
八
％
）、
清
涼
飲
料
水
二
八
九
億

円
（
四
・
六
％
）

⑵
畜
産
品
六
一
三
億
円
（
一
〇
％
）。
う
ち
、
牛
肉
二
一
九
・

八
億
円
（
三
・
六
％
）、
牛
乳
乳
製
品
一
八
八
・
三
億
円
（
三

・
一
％
）

⑶
穀
物
四
一
〇
・
三
億
円
（
六
・
七
％
）。
う
ち
、
コ
メ
四
一

・
七
億
円
（
〇
・
七
％
）

⑷
野
菜
・
果
実
三
三
八
・
八
億
円
（
五
・
五
％
）

⑸
水
産
物
一
三
四
五
・
二
億
円
〈
二
一
・
九
％
〉。
う
ち
、
ホ

わ
が
国
農
産
物
輸
出
の
現
状
と
課
題

―
日
本
食
の
海
外
普
及
に
総
力
を
―

服
部
信
司

東
洋
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
農
政
研
究
所
代
表
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（表1）農林水産物の輸出額（2012－2020） （億円、％）

資料：農林水産省

（表2）主要な国・地域への農産物輸出額（2019年） （億円、％）

注1）アジア8か国で67を占める。
資料：農林水産省

林 産 物

118（100）

152（129）

211（179）

263（223）

268（227）

355（301）

376（319）

370（314）

381（320）

水 産 物

1，698（100）

2，216（131）

2，337（138）

2，757（163）

2，640（155）

2，749（162）

3，031（179）

2，873（169）

2，276（134）

農 産 物

2，680（100）

3，136（117）

3，569（133）

4，431（165）

4，593（171）

4，996（186）

5，661（211）

5，878（219）

6，560（241）

Total

4，497（100）

5，505（122）

6，117（136）

7，451（166）

7，502（169）

8，071（179）

9，068（202）

9，121（203）

9，217（205）

年

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

％

22．3

16．9

13．6

9．9

5．5

5．4

5．0

4．3

3．4

1．9

100

億 円

2，037

1，537

1，238

904

501

494

454

395

306

174

9，121

国・地域

香 港

中 国

アメリカ

台 湾

韓 国

Ｅ Ｕ

ヴェトナム

タ イ

シンガポ－ル

豪 州

世界全体
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（表3）主要農水産品目の輸出額（2020年1月－10月）

資料：農林水産省

％

48．7

9．0

4．8

4．6

10．0

3．6

3．1

6．7

0．7

5．5

21．9

2．5

2．0

1．9

1．5

7．2

100

億 円

2，993．8

552．9

296．4

289．0

613．0

219．8

188．3

410．3

41．7

338．8

1，345．2

247．6

184．3

178．9

134．0

444．5

6，145．6

品 目

加工食品

うち、アルコ－ル飲料

ソ－ス混合調味料

清涼飲料水

畜産品

うち、牛肉

牛乳乳製品

穀物

うち、コメ

野菜・果実

水産物

うち、ホタテ

鯖

マグロ、カツオ

ぶり

水産調製品

合 計
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タ
テ
二
四
七
・
六
億
円
（
二
・
五
％
）、
サ
バ
一
八
四
・
三

億
円
」（
二
％
）、
マ
グ
ロ
・
カ
ツ
オ
一
七
八
・
九
億
円
（
一

・
九
％
）、
ぶ
り
一
三
四
億
円
（
一
・
五
％
）

⑹
水
産
調
製
品
四
四
四
・
五
億
円
（
七
・
二
％
）、
と
な
っ
て

い
る
。

日
本
食
に
必
要
な
加
工
食
品
、野
菜
・
果
実
、水
産
物
な
ど
が
、

日
本
か
ら
の
輸
出
の
中
心
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
時
期（
二
〇
二
〇
年
一
月
―
一
〇
月
）に
お
い
て
、

前
年
同
期
比
で
伸
び
の
高
い
品
目
と
そ
の
伸
び
率
を
見
る
と
、

カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
四
〇
％
、
牛
乳
乳
製
品
二
四
％
、
清
涼
飲
料

水
一
二
％
、野
菜
・
果
実
五
・
二
％
、緑
茶
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
か
ら
の
農
水
産
物
の
輸
出
と
そ
の
増
大

は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
諸
国
に
お
け
る
日
本
食
の
普
及

を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

Ⅱ
�
二
〇
一
九
年
以
降
、
緩
や
か
な
増
大
に

二
〇
一
九
年
の
日
本
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
出
額
九
一
二
一
億

円
は
、
二
〇
一
八
年
九
〇
六
八
億
円
か
ら
の
五
三
億
円
（
〇
・
六

％
）
の
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
同
輸

出
額
九
二
一
七
億
円
も
、
前
年
二
〇
一
九
年
か
ら
九
六
億
円
（
一

・
一
％
）
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
八
年
へ
と
六
年
間
に
わ
た
り
急
拡
大

を
遂
げ
て
き
た
日
本
の
農
水
産
物
輸
出
は
、
二
〇
一
九
年
以
降
、

緩
や
か
な
増
大
に
転
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
政
府
は
、
昨
年
四
月
、
農
林
水
産
物
輸
出

促
進
法
を
施
行
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
二
〇
二
五
年
の
農
林
水

産
物
・
輸
出
目
標
額
を
二
兆
円
台
、
二
〇
三
〇
年
の
同
目
標
額
を

五
兆
円
台
と
す
る
「
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
を
打
ち
出
し
た
。

二
〇
二
五
年
の
輸
出
目
標
額
二
兆
円
は
、
現
行
（
二
〇
一
八
―

二
〇
二
〇
年
平
均
）
輸
出
額
九
一
三
五
億
円
の
二
・
二
倍
、
二
〇

三
〇
年
五
兆
円
は
、
現
行
（
同
）
九
〇
九
五
億
円
の
五
・
五
倍
に

当
た
る
。

日
本
の
農
水
産
物
輸
出
額
が
、
残
念
な
が
ら
、
二
〇
一
八
―
二

〇
二
〇
年
に
お
い
て
緩
や
か
な
増
大
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
こ
れ
は
気
宇
壮
大
な
目
標
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。

で
は
、
現
在
の
農
水
産
物
輸
出
が
緩
や
か
な
増
大
か
ら
、
さ
ら

に
一
層
の
輸
出
拡
大
へ
と
転
じ
る
に
は
、
何
が
必
要
で
あ
ろ
う

か
。そ

れ
は
、
日
本
の
農
水
産
物
輸
出
の
基
礎
を
な
す
日
本
食
の
ア

ジ
ア
・
海
外
諸
国
に
お
け
る
普
及
、
そ
の
た
め
の
日
本
食
が
健
康

に
良
い
こ
と
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
（
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
含
め
た
宣

伝
）、
日
本
食
を
割
安
で
提
供
す
る
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ

ｄ
ａ

ｙ
の
設
定
等
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
は
、
一
〇
万
一
〇
〇
〇
店
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が

展
開
す
る
。
そ
れ
は
、
全
世
界
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
一
五
万
六
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三
〇
〇
店
の
六
五
％
近
い
（
表
4
）。

そ
こ
に
お
い
て
、
日
本
の
官
民
が
日
本
食
の
一
層
の
普
及
に
向

け
て
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
め
ば
、
こ
の
三
年
間
の
農
水
産
物
輸

出
の
横
ば
い
状
態
は
打
破
さ
れ
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
�
地
域
包
括
的
連
携
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
へ
の
過
度

な
期
待
は
禁
物

昨
（
二
〇
二
〇
）
年
一
一
月
一
五
日
、
第
四
回
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
首
脳

会
議
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
一
五
か
国
は
、
地
域

包
括
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
を
締
結
・
署
名
し
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
へ
の
加
盟
国
は
、
次
の
一
五
か
国
で
あ
る
。

⑴
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）加
盟
の
一
〇
か
国
：

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、

⑵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
の
三
か
国
：
豪
州
、
Ｎ
Ｚ
、
日
本
、

⑶
中
国
、
韓
国
。

世
界
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約
三
割
（
二
九
％
）
を
占

め
る
大
型
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
締
結
に
よ
り
、
そ
こ
へ
の
日
本
か
ら

の
農
林
水
産
物
輸
出
・
拡
大
の
期
待
が
一
部
に
生
ま
れ
て
い
る
。

果
た
し
て
、
そ
う
言
え
る
の
か
。

発
効
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
か
国
の
う
ち
六
か
国
以
上
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
以
外
か
ら
三
か
国
以
上
の
批
准
が
必
要
と
な
る
。
中
国

は
、
国
内
手
続
き
を
終
え
た
が
、
他
の
国
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
締
結
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

は
、
加
盟
国
の
な
か
に
農
林
水
産
物
の
生
産
国
が
多
い
事
情
に
配

慮
し
て
、
農
林
水
産
物
の
高
度
な
自
由
化
を
見
送
っ
た
こ
と
で
あ

る
。日

本
は
、
重
要
五
品
目（
コ
メ
、
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
）
に
つ
い
て
、
関
税
削
減
・
撤
廃
か
ら
、
す
べ
て

除
外
す
る
こ
と
と
し
た
。

日
本
が
、
農
林
水
産
品
の
関
税
削
減
に
応
じ
た
場
合
に
も
、
そ

の
削
減
率
は
、
⑴
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
等
と
は
、
す
で
に
わ
が
国
が

締
結
し
て
い
る
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
範
囲
内
の
水
準
：

六
一
％
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
諸
国
の
場
合
に
は
八
二
％
）
以
下
、
⑵
中
国
・

韓
国
と
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
水
準
（
対
中
国
五
六
％
、
対

韓
国
四
九
％
）
に
抑
制
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
お
い
て
、
日
本
の
主
要
な
農
産
物
＝
重

要
五
品
目
の
全
面
的
な
維
持
・
防
衛
を
目
標
と
し
、
他
国
も
、
そ

れ
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
諸
国
の
日
本
に
対
す
る
農
林
水

産
物
関
税
も
、
ほ
と
ん
ど
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
留
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
。

中
国
が
行
っ
た
主
な
関
税
削
減
・
撤
廃
は
、
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⑴
清
酒
：
現
行
四
〇
％
を
二
一
年
目
に
撤
廃
す
る
、

⑵
ホ
タ
テ
貝
：
現
行
一
〇
％
を
一
一
年
目
、
ま
た
は
二
一
年
目

に
撤
廃
す
る
、

⑶
さ
け
：
現
行
五
％
、
七
％
、
ま
た
は
一
〇
％
を
一
一
年
目
、

ま
た
は
二
一
年
目
に
撤
廃
す
る
、
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
工
業
製
品
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
お
い
て
、
関
税
削
減
・
撤

廃
を
行
っ
た
も
の
の
、
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
一
切
行
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
に
と
っ
て
は
、
農
林
水
産
業
は
重
要
な
産

業
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
貿
易
交
渉
は
、�
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ

ａ
ｎ
ｄ

ｔ
ａ
ｋ
ｅ
�

だ
か
ら
、
日
本
が
、
農
産
物
輸
入
に
つ
い
て
、
重
要
五
品
目
を
関

税
撤
廃
だ
け
で
な
く
関
税
削
減
か
ら
も
除
外
し
て
お
い
て
、
他
国

に
対
し
高
度
な
自
由
化
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
、
日
本
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
諸
国
に
農
林
産
物
輸
出
を

拡
大
す
る
可
能
性
も
低
い
ま
ま
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
考

え
ら
れ
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
締
結
を
も
っ
て
、
日
本
の
農
林
水
産
物
輸
出
が
拡

大
す
る
道
が
大
き
く
開
け
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ

う
。Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
諸
国
へ
の
輸
出
拡
大
の
道
は
、
関
税
撤
廃
・
削
減
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
日
本
食
の
普
及
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
物

の
輸
出
を
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
る
。

Ⅳ
�「
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
予
算
の
大
幅
拡
充
を

政
府
は
、
昨
年
四
月
、
二
〇
二
五
年
の
農
林
水
産
物
・
輸
出
目

標
額
を
二
兆
円
台
、
二
〇
三
〇
年
の
同
目
標
額
を
五
兆
円
台
と
す

る
「
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
を
打
ち
出
し
た
。

二
〇
二
五
年
の
輸
出
目
標
額
二
兆
円
は
、
現
行
（
二
〇
一
八
―

二
〇
一
九
年
平
均
）
輸
出
額
九
〇
九
五
億
円
の
二
・
二
倍
、
二
〇

三
〇
年
五
兆
円
は
、
現
行
（
同
）
九
〇
九
五
億
円
の
五
・
五
倍
に

当
た
る
。

こ
の
「
輸
出
拡
大
戦
略
」
は
、
日
本
の
農
林
水
産
物
輸
出
額
が

二
〇
一
二
年
四
四
九
七
億
円
か
ら
二
〇
一
八
年
九
〇
六
八
億
円
へ

と
六
年
間
で
倍
増
し
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
拡
大
戦
略
は
、
ア
ジ
ア
に
展
開
す
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

が
、
二
〇
一
三
年
二
万
七
〇
〇
〇
店
か
ら
二
〇
一
九
年
一
〇
万
一

〇
〇
〇
店
へ
と
、
六
年
間
で
実
に
三
・
七
倍
に
急
増
し
て
い
る
こ

と
（
表
4
）
も
、
背
景
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
増
加
の
背

景
に
は
、農
林
水
産
省
に
よ
る
支
え
も
あ
っ
た
。そ
の
ひ
と
つ
は
、

二
〇
一
六
年
度
に
創
設
し
た
「
日
本
産
食
材
を
積
極
的
に
使
用
す

る
海
外
の
飲
食
店
な
ど
を
『
日
本
産
食
材
サ
ポ
ー
タ
店
』
と
し
て

認
定
す
る
制
度
」
で
あ
る
。「
二
〇
一
九
年
度
末
に
は
、
四
七
七
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六
店
が
認
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
（
令
和
二
年
度
『
農
業
白

書
』）。

も
う
ひ
と
つ
は
、
同
じ
く
二
〇
一
六
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
海

外
の
外
国
人
料
理
人
を
日
本
料
理
の
料
理
人
と
し
て
認
定
す
る

『
日
本
料
理
の
調
理
技
能
認
定
制
度
』」。
こ
れ
に
は
、
二
〇
一
九

年
度
末
で
一
三
七
五
人
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
同
『
白

書
』）。

政
府
は
、「
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
目
標
の
実
現
に
向
け
て
「
目

標
の
達
成
に
向
け
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
海
外
で
の
販
売
活
動
が

必
要
」
と
し
、

⑴
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
よ
る
輸
出
の
総
合
サ
ポ
ー
ト

⑵
日
本
産
食
材
サ
ポ
ー
タ
ー
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た
日
本
食
・
食
文
化
の

発
信

⑷
食
品
企
業
の
海
外
進
出
支
援
な
ど
に
、

令
和
三
年
度
予
算
に
お
い
て
三
八
億
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。さ

ら
に
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
農
業
漁
業
者
の
後
押
し
」
に
七
三
億
円
、「
政
府
一
体
と

な
っ
た
輸
出
の
障
害
の
克
服
等
」
に
四
八
億
円
、
合
計
九
九
億
円

を
「
輸
出
拡
大
戦
略
」
の
実
行
に
投
じ
る
、
と
し
て
い
る
。

だ
が
、「
海
外
で
の
販
売
強
化
」
の
た
め
の
三
八
億
円
の
予
算

（表4）日本食レストランの海外展開 （店）

資料：農林水産省

倍率（2019／2013）

3．7

1．7

2．2

2．6

2．9

2019

101，000（64．7）

29，400（18．8）

12，200（7．8）

13，600（8．7）

156，300（100）

2013

27，000（49．3）

17，000（31．0）

5，500（10．0）

5，200（9．5）

54，700（100）

地 域

アジア

北米

欧州

中南米・その他

総 計

��������� わが国農産物輸出の現状と課題―日本食の海外普及に総力を―

４０



は
、
二
〇
二
五
年
の
目
標
輸
出
額
二
兆
円
や
二
〇
三
〇
年
の
目
標

輸
出
額
五
兆
円
に
比
べ
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。

販
売
活
動
の
強
化
・
拡
充
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
目
標
輸

出
額
の
〇
・
五
％
（
二
〇
二
〇
―
二
五
年
：
五
〇
億
円
、
二
〇
二

五
―
三
〇
年
：
二
五
〇
億
円
）
く
ら
い
の
予
算
が
必
要
で
あ
ろ

う
。農

林
水
産
物
の
輸
出
額
を
五
年
で
二
・
二
倍
、
一
〇
年
度
五
・

五
倍
に
す
る
と
い
う
政
策
は
、
農
林
水
産
省
に
と
っ
て
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
政
策
を
実
施

す
る
の
で
る
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
予
算
の
裏
付
け
が
な
い
限

り
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

「
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
推
進
の
た
め
の
予
算
措
置
の
思
い
切

っ
た
拡
充
が
強
く
望
ま
れ
る
。
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は
じ
め
に

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
（A

carapis
w
oodi

）
は
ミ
ツ
バ
チ
の
気
管
内

に
寄
生
し
、ミ
ツ
バ
チ
の
飛
翔
能
力
や
発
熱
能
力
を
低
下
さ
せ（
図

1
）、
主
に
冬
期
に
ミ
ツ
バ
チ
群
の
消
滅
を
引
き
起
こ
す
微
小
な

ダ
ニ
で
あ
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
を
寄
主
と
し
て
二
〇
世
紀
中

に
全
世
界
に
広
が
り
、
日
本
で
は
二
〇
一
〇
年
に
初
め
て
確
認
さ

れ
た
。
日
本
に
は
、
明
治
時
代
に
海
外
か
ら
導
入
さ
れ
た
セ
イ
ヨ

ウ
ミ
ツ
バ
チ
と
、
在
来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
二
種
が
生

息
し
て
い
る
が
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
か
ら
は
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
は

ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
ず
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
で
本
州
の
中
央
部
と

東
日
本
を
中
心
に
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
二
〇
一
五
年
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
趣
味
と
し
て
飼
育
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

趣
味
養
蜂
家
の
間
で
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
に
関
す
る
知
識
が
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
状
況
は
充

分
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
に
関
す
る
勉
強
会
を
全
国
各
地
で
開
催
し
て
ア
カ

リ
ン
ダ
ニ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
ミ
ツ
バ
チ

の
サ
ン
プ
ル
提
供
を
呼
び
か
け
て
全
国
的
な
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
浸
潤

調
査
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま

と
め
、
日
本
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
侵
入
初
期
か
ら
現
在
ま

で
の
分
布
拡
大
の
実
態
を
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
寄
生
状
況
の
把
握
が
遅
れ
た
も
う
一
つ
の
理

由
と
し
て
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
〇
・
一
㎜
程
度
と
非
常
に
小
さ

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
拡
大

前
田
太
郎
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く
、
ミ
ツ
バ
チ
の
気
管
内
に
寄
生
す
る
こ
と
か
ら
肉
眼
で
の
発
見

が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
欧
米
で
は
顕
微
鏡
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
装
置
を
用
い
ず
に
、
養
蜂
家
の
観
察
に
も
と
づ
く
予
備
的
診

断
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
趣
味
養
蜂
家
に
よ
る
観
察
を
元
に
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
か
検
証
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
も
報
告
す
る
。

な
お
、本
原
稿
はExperim

entalA
pplied

A
carology

に
発
表

し
た
前
田
ら
（
二
〇
二
〇
）
の
論
文
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
論
文
発
表
後
に
得
ら
れ
た
知
見
も
加
え
て
報
告
す
る
。

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
は
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
は
見
つ
か
ら

な
いア

カ
リ
ン
ダ
ニ
は
世
界
中
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
を
寄
主
と
し

て
分
布
を
広
げ
た
が
、
日
本
で
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
か
ら
の
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
検
出
例
は
非
常
に
少
な
い
。
我
々
が
独
自
に
行
っ
た

一
九
九
七
年
〜
二
〇
一
九
年
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
三
〇
二
群
の

検
査
で
は
一
群
で
の
み
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
検
出
さ
れ
た
。
ア
カ
リ

ン
ダ
ニ
は
届
出
伝
染
病
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
届
出
が
農

水
省
で
「
監
視
伝
染
病
発
生
月
報
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
監
視
伝
染
病
発
生
月
報
で
は
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
セ

イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
区
別
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
家
畜
保
健
衛
生

所
な
ど
へ
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
関
し
て

は
茨
城
県
と
広
島
県
で
そ
れ
ぞ
れ
一
群
ず
つ
報
告
が
あ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
二
〇
一
一
年
の
Ｋ
ｏ
ｊ
ｉ
ｍ
ａ
ら
の
研
究
論

文
を
合
わ
せ
て
も
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
は
わ
ず
か
四
例
し
か

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
未
報
告
の

事
例
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
で

図1．アカリンダニに寄生されて飛翔能力が低下し、
巣に戻れなくなったニホンミツバチ

ニホンミツバチにおけるアカリンダニの分布拡大 ���������������
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の
検
出
頻
度
と
比
べ
る
と
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。

海
外
で
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
が
侵
入
し
た
初
期
は
爆
発
的
に
寄
生
が
広
ま
る
が
、

数
十
年
で
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
被
害
が
低
下
す
る
。
例
え
ば
イ
ギ
リ

ス
で
は
五
〇
│
六
〇
％
だ
っ
た
寄
生
率
（
ミ
ツ
バ
チ
群
内
の
ア
カ

リ
ン
ダ
ニ
寄
生
ミ
ツ
バ
チ
の
率
）
が
一
〇
％
以
下
に
ま
で
低
下

し
、
同
様
の
減
少
傾
向
が
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
メ
リ
カ
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寄
生
率
低
下
の
原
因
と

し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
ヘ
ギ
イ
タ
ダ
ニ
対
策
の
殺
ダ
ニ
剤
が
ア
カ
リ
ン

ダ
ニ
抑
制
に
効
い
て
い
る
可
能
性
と
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
が
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
に
対
し
て
耐
性
を
獲
得
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
急
速
な

広
が
り

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
の
分
布
拡
大

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
以
前
に
採
集
さ
れ
た

ミ
ツ
バ
チ
サ
ン
プ
ル
と
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
全
国
の
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
趣
味
養
蜂
家
の
協
力
で
採
集
し
た
約
三
、
八
〇
〇
群
の
ニ

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い
て
解
剖
検
査
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
に
、

農
水
省
「
監
視
伝
染
病
発
生
月
報
」
の
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
ニ
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
拡
大
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
（
図
2
）。

図2．ニホンミツバチにおけるアカリンダニ分布拡大マップ
アカリンダニが発見された
都府県を黒で表示
北海道と沖縄県はニホンミ
ツバチ未生息のため除外
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日
本
で
の
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
初
記
録
は
二
〇
一
〇
年
で
あ
る
が
、

一
九
九
二
年
〜
二
〇
〇
九
年
の
保
管
サ
ン
プ
ル
か
ら
ア
カ
リ
ン
ダ

ニ
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
中
村
ら
（
一
九
八
八
）
に
よ
る

と
一
九
八
八
年
以
前
は
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
寄
生
は
な
か
っ
た
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
不
在
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
急
速
な
分
布
拡

大
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
は
二
〇
一
〇
年
頃
侵
入

し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
州
中
央
部
か
ら
始
ま
っ

た
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
は
二
〇
一
三
年
頃
ま
で
に
東
日
本
へ
広

が
り
、
少
し
遅
れ
て
二
〇
一
四
年
以
降
に
西
日
本
に
分
布
が
拡
大

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
初
期
は
未
調
査
の
地
域
も
あ
り
、
分

布
拡
大
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
全
県
調
査
を
行
っ
た

九
州
地
方
で
は
、
長
崎
で
の
初
確
認
か
ら
わ
ず
か
三
年
で
九
州
全

県
に
広
が
っ
て
お
り
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
急
速
に
分
布
を
拡
大
し

た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
前
田
ら
（
二
〇
二
〇
）
の
報
告
で
は
、
二

〇
一
八
年
時
点
で
和
歌
山
県
と
高
知
県
を
の
ぞ
く
全
国
で
ア
カ
リ

ン
ダ
ニ
が
発
見
さ
れ
て
い
た
が
（
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
生
息
し
な

い
北
海
道
と
沖
縄
県
を
の
ぞ
く
）、
二
〇
二
〇
年
に
新
た
に
高
知

県
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
か
ら
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
検
出
さ
れ
、
二
〇

二
一
年
三
月
現
在
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
未
確
認
な
の
は
和
歌
山
県

だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
急
速
な
分
布
拡
大
は
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
ニ

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
群
間
の
水
平
感
染
や
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
に
寄
生
さ

れ
た
群
の
移
動
や
分
蜂
と
い
っ
た
自
然
な
拡
大
に
加
え
、
人
為
的

な
ミ
ツ
バ
チ
の
移
動
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ミ
ツ
バ
チ
が
自
然
に
移
住
で
き
な
い
距
離
に
あ
る
離
島
に
お

い
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
人
為
的
な
ミ
ツ
バ
チ
の
導
入
が
全

く
行
わ
れ
て
い
な
い
島
や
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
分
布
拡
大
し
て
か

ら
の
導
入
が
な
い
島
で
は
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
一
方
、
最
近
ミ
ツ
バ
チ
が
持
ち
込
ま
れ
た
島
で
の
み
ア
カ
リ

ン
ダ
ニ
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
人
為
的
な
ミ
ツ
バ
チ
の
移
動

が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
分
布
拡
大
の
一
要
因
で
あ
る
こ
と
が
強
く
示

唆
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
養
蜂

の
ブ
ー
ム
か
ら
、
遠
く
離
れ
た
場
所
か
ら
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
購

入
す
る
例
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
為

的
な
長
距
離
移
動
が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
全
国
的
な
分
布
拡
大
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
和
歌
山
県
で
は
こ

れ
ま
で
三
五
群
の
解
剖
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
正
確
な
侵
入
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
さ
ら
に
多
く
の
群
を
対
象
に
継
続
的
に

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
和
歌
山
県
で
は
丸
太
を
く
り
抜
い
た
ゴ

ウ
ラ
と
呼
ば
れ
る
巣
箱
を
設
置
し
て
ミ
ツ
バ
チ
の
入
居
を
待
つ
伝

統
的
養
蜂
が
長
く
行
わ
れ
て
き
た
。
ゴ
ウ
ラ
は
他
の
巣
箱
に
比
べ

て
重
く
て
移
動
に
適
さ
な
い
こ
と
や
、
ミ
ツ
バ
チ
の
生
息
数
が
豊

富
な
た
め
他
の
県
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
を
導
入
す
る
機
会
が
少
な
か
っ

ニホンミツバチにおけるアカリンダニの分布拡大 ���������������
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た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ツ
バ
チ
の
人
為
的
な
移
動
や
持

ち
込
み
が
少
な
い
こ
と
が
、
和
歌
山
県
に
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
分
布

拡
大
し
て
い
な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
和

歌
山
県
は
そ
の
暖
か
い
気
候
か
ら
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
越
冬
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
を
介
し
た
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
の
持
ち
込
み
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
し
か
し
日
本

で
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ

を
媒
介
す
る
ベ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
低
い
。

趣
味
養
蜂
家
の
観
察
に
よ
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
発
見
は
可

能
かア

カ
リ
ン
ダ
ニ
に
寄
生
さ
れ
る
と
、
後
翅
が
横
に
飛
び
出
し
た

ま
ま
の
Ｋ
ウ
イ
ン
グ
状
態
の
ミ
ツ
バ
チ
や
、
飛
べ
ず
に
巣
箱
の
周

り
を
徘
徊
す
る
ミ
ツ
バ
チ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
趣
味
養
蜂

家
の
観
察
結
果
と
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
状
況
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
Ｋ
ウ
イ
ン
グ
と
徘
徊
蜂
と
も
に
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
群
の
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
率
は
一
四
・
八
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
Ｋ
ウ
イ

ン
グ
と
徘
徊
蜂
の
両
方
が
確
認
さ
れ
た
群
で
は
五
二
・
一
％
の
ミ

ツ
バ
チ
が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
に
寄
生
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｋ
ウ
イ

ン
グ
だ
け
が
見
ら
れ
た
群
の
寄
生
率
は
三
三
・
六
％
、
徘
徊
蜂
だ

け
が
見
ら
れ
た
群
の
寄
生
率
四
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
Ｋ
ウ
イ
ン
グ
が
観
察
さ
れ
た
場
合
は
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ

に
寄
生
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
一
・
八
倍
高
く
、
徘
徊
蜂
が
見
ら

れ
た
場
合
は
二
・
七
倍
高
い
と
推
定
さ
れ
た
。
徘
徊
蜂
が
主
に
冬

期
に
重
度
寄
生
の
群
で
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
ア
カ
リ
ン
ダ

ニ
に
寄
生
さ
れ
た
ミ
ツ
バ
チ
が
必
ず
し
も
Ｋ
ウ
イ
ン
グ
に
な
ら
な

い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
ミ
ツ
バ
チ
趣
味
養
蜂
家
に
よ
る

観
察
が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
寄
生
の
発
見
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。
日
頃
の
丁
寧
な
ミ
ツ
バ
チ
観
察
を
行

い
、
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
早
め
に
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど
に

連
絡
し
て
、
獣
医
に
よ
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
症
の
確
定
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。

お
わ
り
に

日
本
に
お
け
る
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
の
初
報
告
か
ら
一
〇
年
が
た

ち
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
見
つ
か
る
状
況
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
急
速
な
分
布
拡
大
の
背
景
に
は
、
ニ
ホ
ン

ミ
ツ
バ
チ
の
特
性
も
関
係
し
て
い
る
事
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る

が
、
人
為
的
な
ミ
ツ
バ
チ
の
移
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

う
趣
味
養
蜂
家
か
ら
は
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
を
対
象
と
し
た
ダ
ニ
剤

を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
る
が
、
二
〇
二
一
年
現
在
、
日
本
で
は

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
を
対
象
と
し
た
登
録
薬
剤
は
な
く
、
公
式
に
は
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
手
段
が
な
い
。
ダ
ー
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ウ
イ
ン
養
蜂
ス
タ
イ
ル
と
し
て
中
村
（
二
〇
二
一
）
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
、
人
が
手
を
加
え
ず
に
自
然
選
択
に
よ
っ
て
ニ
ホ
ン

ミ
ツ
バ
チ
が
ダ
ニ
抵
抗
性
を
獲
得
す
る
の
を
期
待
す
る
と
い
う
の

も
今
後
我
々
が
検
討
す
べ
き
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
で
は
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
だ
け
で
な
く
サ
ッ
ク

ブ
ル
ー
ド
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
今
後
新
た
な

病
原
体
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

は
生
息
地
域
に
対
応
し
た
遺
伝
的
基
盤
を
持
つ
こ
と
が
、
分
子
生

物
学
的
手
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
の
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
、
ニ
ホ
ン

ミ
ツ
バ
チ
が
持
つ
遺
伝
的
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
ミ
ツ

バ
チ
の
人
為
的
な
長
距
離
移
動
を
控
え
る
な
ど
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

ニホンミツバチにおけるアカリンダニの分布拡大 ���������������
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編
集
後
記

今
は
昔
の
話
し
で
す
。
故
郷
は
中
山
間
地
域
で
す
が
、
子
供
の

頃
は
山
ガ
キ
、
川
ガ
キ
が
た
く
さ
ん
い
て
山
や
川
が
遊
び
場
で
賑

わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
農
家
は
兼
業
農
家
で
町
で
働
い
た
り
、
林

業
に
従
事
し
た
り
、
酪
農
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
林
業
従
事
者
は

多
く
、
高
い
山
奥
で
伐
採
し
た
杉
の
木
は
、
谷
間
に
枕
木
を
敷
い

て
そ
り
を
利
用
し
た
り
、
山
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
を
麓
に
張
っ
て
吊
し

な
が
ら
運
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
木
材
の
輸
入
自
由
化
と
と

も
に
衰
退
し
、
今
は
そ
の
痕
跡
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
酪
農
も
盛

ん
で
牛
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
高
齢
化
に
伴
い

廃
業
し
、
水
田
は
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
や
山
は
荒
れ
放
題
で
野
生
動
物
の
天
下
で
す
。
農
家
の
畑
に

は
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら
野
菜
を
守
る
た
め
柵
を
張
っ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
豚
コ
レ
ラ
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ

シ
の
増
加
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
の
話
し
は
続
き
ま
す
。
母
校
の
小
学
校
は
新
入
生
が
減
少
し

卒
業
と
同
時
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
を
取
り
囲
む
土
手

に
は
お
茶
の
木
が
植
え
て
あ
り
、
収
穫
期
に
な
る
と
児
童
全
員
で

お
茶
摘
み
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

お
茶
の
生
産
は
静
岡
県
が
有
名
で
す
が
、
二
〇
一
九
年
の
産
出

額
は
鹿
児
島
県
に
初
め
て
逆
転
さ
れ
二
位
と
な
り
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
は
、
平
地
で
大
型
機
械
を
使
っ
た
大
規
模
な
栽
培
が
行
わ

れ
、
静
岡
県
は
多
く
の
茶
畑
が
山
の
斜
面
や
台
地
に
あ
り
、
大
型

機
械
が
入
り
に
く
く
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
の
た
め
に
収
穫
量

が
伸
び
悩
ん
だ
よ
う
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
が
深
刻
と
な
る
な
か
で
、
農
業
が

果
た
す
多
面
的
機
能
の
役
割
、
鳥
獣
被
害
対
策
は
重
要
で
あ
り
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
筆
者
は
本
号
を
も
ち
ま
し
て
編
集
担
当
を
交
代
し
ま

す
。
二
〇
〇
四
年
に
本
部
役
員
に
就
任
し
全
農
林
運
動
に
邁
進
し

て
き
ま
し
た
が
、
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
行
政

改
革
、総
人
件
費
削
減
、独
立
行
政
法
人
改
革
の
真
っ
た
だ
中
で
、

農
水
省
の
定
員
削
減
は
他
省
庁
を
大
幅
に
上
回
る
合
理
化
の
連
続

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
雇
用
調
整
本
部
が
設
置
さ
れ
配
置
転
換
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
人
事
評
価
制
度
の
導
入

が
決
定
さ
れ
、
政
府
・
人
事
院
・
公
務
員
連
絡
会
に
よ
る
三
者
協

議
で
検
討
し
現
行
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
、
国
公
代
表
と
し
て
交
渉
・
協
議
に
深
く
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
間
の
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
中
央
労
働
委
員
会
で
全
農
林
労
働

組
合
所
属
と
し
て
労
働
者
委
員
を
担
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
労
働

組
合
・
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す

本
誌
は
、
今
年
で
七
一
年
目
を
迎
え
長
い
歴
史
が
あ
り
、
農
政

問
題
を
論
じ
る
唯
一
の
月
刊
誌
で
す
。
全
農
林
の
宝
に
読
者
の
皆

様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
石
原
）
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